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第１章 調査実施の概要 

１ 調査の目的 

本市では「子ども・子育て支援法」に基づき、一人ひとりの子どもが健やかに成長す

ることができる社会の実現を目指して、平成27年３月に「富山市子ども・子育て支援事

業計画」を策定し、様々な子育て支援事業に取り組んでいますが、本計画が平成27年度

から31年度までの５か年計画であることから、2020年度を始期とする第２期計画の策

定を予定しています。 

第２期計画策定にあたり、必要な情報を得るため、子育て家庭のニーズについて動向

分析等を行い、市の現状と今後の子ども・子育て支援における課題を整理することを目

的としたアンケート形式によるニーズ調査を実施しました。 

 

２ 調査の設計 

調査票は調査対象者別に作成しており、各調査の件数および調査期間・方法は、以下

のとおりです。 

図表1.1 調査票の種類と調査対象者及び調査の実施方法 

①調査票「子ども・子育て支援に関するニーズ調査（就学前児童用）」 

 調査対象者 就学前児童を持つ保護者 

 調査票配布数 7,500人 

 調査期間 平成30年11月22日～平成30年12月10日 

 調査方法 郵送方式による配布・回収 

②調査票「子ども・子育て支援に関するニーズ調査（小学生用）」 

 調査対象者 小学生を持つ保護者 

 調査票配布数 2,500人 

 調査期間 平成30年11月27日～平成30年12月10日 

 調査方法 小学校による配布・回収 
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３ 調査票の配布と回収状況 

調査によるそれぞれの配布・回収状況は、以下のとおりです。 

図表1.2 調査票の配布・回収状況 

調査対象者区分 就学前児童の保護者 

地域 配布数（人） 回収数（人） 
 

回収率（％） 
うち５歳以上 

市全域 7,500 4,612 737 61.5 

 中央地域 598 379 53 63.4 

 東部地域 1,291 754 115 58.4 

 西部地域 615 373 65 60.7 

 南部地域 1,138 667 106 58.6 

 北部地域 871 526 82 60.4 

 呉羽地域 556 340 61 61.2 

 水橋地域 347 204 29 58.8 

 大沢野・細入地域 524 304 48 58.0 

 大山地域 241 146 24 60.6 

 八尾・山田地域 492 298 55 60.6 

 婦中地域 827 518 93 62.6 

 地域不明（無回答）  103 6 － 

 

調査対象者区分 小学生の保護者 

地域 
配布数 
（人） 

回収数 
（人） 

   
回収率 
（％） 低学年 高学年 

学年不明
（無回答） 

市全域 2,500 2,434 1,144 1,221 69 97.4 

 中央地域 150 145 71 74 0 96.7 

 東部地域 459 429 202 226 1 93.5 

 西部地域 205 182 79 102 1 88.8 

 南部地域 421 388 196 192 0 92.2 

 北部地域 321 296 148 147 1 92.2 

 呉羽地域 166 166 81 85 0 100.0 

 水橋地域 114 104 49 55 0 92.2 

 大沢野・細入地域 138 132 68 64 0 95.7 

 大山地域 83 73 34 39 0 88.0 

 八尾・山田地域 140 130 61 69 0 92.9 

 婦中地域 303 289 143 146 0 95.4 

 地域不明（無回答）  100 12 22 66 － 
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４ 報告書の見方 

（１）年齢・学年の定義 

就学前児童・小学生の年齢定義は、アンケート調査において誕生日の年月を回答して

いるため、下表による年齢区分により集計を行いました。 

図表1.3アンケート調査における年齢・学年定義 

年齢区分 該当する生年月 年齢区分 該当する生年月 

０歳児 平成29年４月以降 ６歳児 平成23年４月～平成24年３月 

１歳児 平成28年４月～平成29年３月 ７歳児 平成22年４月～平成23年３月 

２歳児 平成27年４月～平成28年３月 ８歳児 平成21年４月～平成22年３月 

３歳児 平成26年４月～平成27年３月 ９歳児 平成20年４月～平成21年３月 

４歳児 平成25年４月～平成26年３月 10歳児 平成19年４月～平成20年３月 

５歳児 平成24年４月～平成25年３月 11歳児 平成18年４月～平成19年３月 

（注）調査期間【平成30年度】における年齢定義 

 

（２）電算処理の注意点 

調査結果の数値については小数点第２位以下を四捨五入しているため、内訳を合計し

ても100％に合致しない場合があります。また、複数回答が可能な設問では、各項目の

割合の合計が100％を超える場合があります。 

なお、基数となる実数は「n」として掲載し、各グラフや表の比率は「n」を母数と

した割合を示しています。 

 

（３）グラフの見方 

 

 

問1[問1] 居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査票「就学前児童の保護者」
の設問番号です。 

調査票「小学生の保護者」
の設問番号です。 
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５ 調査対象者の属性・家族状況 

（１）就学前児童の属性 

○回答された4,612人の就学前児童の属性は、以下のとおりです。 

 問2 年齢 問3 子どもの人数 問3.1 末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）小学生の属性 

○回答された2,434人の小学生の属性は、以下のとおりです。 

 [問2] 学年 [問3] 子どもの人数 [問3.1] 末子の年齢 
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その他

0.2%
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就学前児童
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配偶者がいる
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配偶者は
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（３）居住地域の状況 

○調査対象者別の回答者の居住地区は以下のとおりです。 

問1[問1] 居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）調査回答者の状況と配偶者の有無 

○この調査の回答者は以下のとおりです。 

 問4 調査回答者（就学前児童） 問5 配偶者の有無（就学前児童） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [問4] 調査回答者（小学生） [問5] 配偶者の有無（小学生） 
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第２章 調査結果のまとめ 

１ 子ども人口の推移と推計 

（１）市全域と地区別から見た子ども人口の推移と推計 

子ども人口は、毎年１～２％程度緩やかに減少していくことが見込まれます。 

2018年の就学前児童数19,168人と小学校児童数21,022人が2025年までの６年

間にそれぞれ2,194人（11.4％）、2,207人（10.5％）減少し、就学前児童が16,974

人、小学校児童が18,815人になることが見込まれます。 

図表2.1 子ども人口の推移と推計（市全域） 

  

 

 

 

 

 

 

「富山市情報統計課提供資料」を基に推計 

（２）地域別から見た子ども人口の推移と推計 

就学前児童数の減少率の高い地域としては、八尾・山田地域（23.9％）、大山地域

（23.0％）、水橋地域（20.5％）、西部地域（20.2％）で20％以上の減少率となって

います。一方、小学校児童数では水橋地域（28.1％）、八尾・山田地域（23.2％）、大

山地域（20.9％）で20％以上の減少率となっています。 

図表2.1.1 子ども人口の推移と推計（中央地域） 

  

 

 

 

 

 

 

「富山市情報統計課提供資料」を基に推計 
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図表2.1.2 子ども人口の推移と推計（東部地域） 

  

 

 

 

 

 

 

 

図表2.1.3 子ども人口の推移と推計（西部地域） 

  

 

 

 

 

 

 

図表2.1.4 子ども人口の推移と推計（南部地域） 

  

 

  

 

 

 

 

図表2.1.5 子ども人口の推移と推計（北部地域） 
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図表2.1.6 子ども人口の推移と推計（呉羽地域） 

  

 

 

 

 

 

 

 

図表2.1.7 子ども人口の推移と推計（水橋地域） 

  

 

 

 

 

 

 

 

図表2.1.8 子ども人口の推移と推計（大沢野・細入地域） 

  

 

 

 

 

 

 

図表2.1.9 子ども人口の推移と推計（大山地域） 
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図表2.1.10 子ども人口の推移と推計（八尾・山田地域） 

  

 

 

 

 

 

 

 

図表2.1.11 子ども人口の推移と推計（婦中地域） 
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２ 地域（教育・保育提供区域）別の地域特性等 

①中央地域 

分析視点 地域特性等 

人口推移と推計 
○就学前児童数は、2018 年の 1,155 人から 2025 年には 1,059

人となり、96 人（8.3％）の減少が見込まれています。 

子育て家庭環境 

○就学前児童の主な保育者に「主に母親」と回答している割合は、

就学前児童（46.4％）が他地域に比べて最も多く、小学生

（44.8％）は 2 番目に多い状況です。 

○就学前児童における主な親族等協力者として「いずれもいない」

（23.7％）は、他地域に比べて最も多い状況です。 

母親の就労状況 

○就学前児童では、フルタイム（42.5％）とパートタイム（23.7％）

はともに他地域に比べて最も少ない状況です。 

○小学生では、フルタイム（30.3％）は他地域に比べて最も少ない

ものの、パートタイム（44.8％）は最も多い状況です。 

定期的な教育・
保育事業の利用
率とニーズ等 

○定期的な教育・保育事業の利用割合は 77.0％で、他地域に比べて

３番目に少ない状況です。 

○「幼稚園」（17.1％）は他地域に比べて最も多く、「認可保育所」

（32.2％）は市平均（31.3）よりやや多く、「幼稚園の預かり保

育」（3.1％）は市平均（3.2）とほぼ同数値の状況です。 

○「認定こども園」の利用（45.2％）は、他地域に比べて 3 番目に

少ない状況です。 

○利用率（現状）から希望率（今後）の差をみると、「幼稚園」

（22.0％）、「幼稚園の預かり保育」（20.6％）、「認定こども園」

（10.2％）、「認可保育所」（7.1％）の順に増加しています。 

地域子育て支援
事業の利用率と
ニーズ等 

○地域子育て支援拠点事業の利用者（25.6％）は他地域に比べて２

番目に多いものの、類似事業の利用者（6.6％）は２番目に少ない

状況です。 

○新規の利用希望者（20.8％）は他地域に比べて最も多く、回数を

増やしたい利用者（9.5％）は 3 番目に多い状況です。 

○就学前児童の「地域児童健全育成事業（子ども会）」の利用希望は、

小学校低学年時期（35.8％）から高学年時期（7.5％）にかけて、

約８割も減少しています。 

○就学前児童の「放課後児童クラブ（学童保育）」の利用希望は、小

学校低学年時期（24.5％）から高学年時期（15.1％）にかけて、

４割近く減少しています。 

居住地域におけ
る子育て環境や
満足度 

○回答者の平均評価について、就学前児童（3.30）と小学生（3.26）

はともに他地域に比べて最も高い得点となっています。 
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②東部地域 

分析視点 地域特性等 

人口推移と推計 
○就学前児童数は、2018 年の 4,710 人から 2025 年には 4,548

人となり、162 人（3.4％）の減少が見込まれています。 

子育て家庭環境 

○就学前児童の主な保育者に「主に母親」と回答している割合は、

就学前児童（41.8％）で他地域に比べて４番目に多く、小学生

（41.0％）で市平均値（40.2％）よりやや多い状況です。 

○就学前児童における主な親族等協力者として「いずれもいない」

（13.9％）は、市平均値（11.4％）よりやや多い状況です。 

母親の就労状況 

○就学前児童では、フルタイム（43.1％）が他地域に比べて２番目

に少ないものの、パートタイム（29.4％）が市平均値（28.8％）

よりやや多い状況です。 

○小学生では、フルタイム（44.0％）が市平均値（44.2％）とほ

ぼ同数値、パートタイム（39.8％）でも市平均値（39.5％）と

ほぼ同数値です。 

定期的な教育・
保育事業の利用
率とニーズ等 

○定期的な教育・保育事業の利用割合は 73.9％で、他地域に比べて

最も少ない状況です。 

○「幼稚園」（14.9％）は他地域に比べて２番目に多く、「幼稚園の

預かり保育」（4.5％）でも３番目に多いものの、「認可保育所」

（22.1％）は市平均値（31.3％）より少ない状況です。 

○「認定こども園」の利用（60.5％）は、他地域に比べて４番目に

多い状況です。 

○利用率（現状）から希望率（今後）の差をみると、「認可保育所」

（13.8％）、「幼稚園」（13.2％）、「幼稚園の預かり保育」

（11.1％）、「認定こども園」（3.0％）の順に増加しています。 

地域子育て支援
事業の利用率と
ニーズ等 

○地域子育て支援拠点事業の利用者（24.0％）は他地域に比べて 3

番目に多く、類似事業の利用者（9.5％）でも２番目に多い状況で

す。 

○新規の利用希望者（19.5％）は他地域に比べて 3 番目に多く、回

数を増やしたい利用者（9.7％）でも２番目に多い状況です。 

○就学前児童の「地域児童健全育成事業（子ども会）」の利用希望は、

小学校低学年時期（27.0％）から高学年時期（10.4％）にかけ

て、約 6 割も減少しています。 

○就学前児童の「放課後児童クラブ（学童保育）」の利用希望は、小

学校低学年時期（36.5％）から高学年時期（16.5％）にかけて、

５割以上も減少しています。 

居住地域におけ
る子育て環境や
満足度 

○回答者の平均評価について、就学前児童（2.98）は他地域に比べ

て３番目に低く、小学生（2.90）でも４番目に低い得点となって

います。 
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③西部地域 

分析視点 地域特性等 

人口推移と推計 
○就学前児童数は、2018 年の 1,266 人から 2025 年には 1,010

人となり、256 人（20.2％）の減少が見込まれています。 

子育て家庭環境 

○就学前児童の主な保育者に「主に母親」と回答している割合は、

就学前児童（36.7％）が最も少なく、小学生（40.7％）は市平

均値（40.2％）とほぼ同じ状況です。 

○就学前児童における主な親族等協力者として「いずれもいない」

（9.7％）は、市平均値（11.4％）よりやや少ない状況です。 

母親の就労状況 

○就学前児童では、フルタイム（43.2％）が他地域に比べて 3 番目

に少ないものの、パートタイム（30.9％）は４番目に多い状況で

す。 

○小学生では、フルタイム（42.8％）が市平均値（44.2％）より

やや少なく、パートタイム（43.4％）は他地域に比べて３番目に

多い状況です。 

定期的な教育・
保育事業の利用
率とニーズ等 

○定期的な教育・保育事業の利用割合は 79.4％で、市平均値

（78.2％）よりやや多い状況です。 

○「幼稚園」（12.2％）は市平均値（11.7％）よりやや多いものの、

「幼稚園の預かり保育」（0.7％）は他地域に比べて 2 番目に少な

く、「認可保育所」（20.3％）においては最も少ない状況です。 

○「認定こども園」の利用（64.9％）は、他地域に比べて最も多い

状況です。 

○利用率（現状）から希望率（今後）の差をみると、「幼稚園」

（13.5％）、「認可保育所」（13.2％）、「幼稚園の預かり保育」

（12.7％）、「認定こども園」（3.2％）の順に増加しています。 

地域子育て支援
事業の利用率と
ニーズ等 

○地域子育て支援拠点事業の利用者（20.9％）は市平均値（22.4％）

よりやや少なく、類似事業の利用者（9.1％）は他地域に比べて４

番目に多い状況です。 

○新規の利用希望者（19.0％）は他地域に比べて４番目に多く、回

数を増やしたい利用者（9.1％）は市平均値（8.6％）とほぼ同数

値の状況です。 

○就学前児童の「地域児童健全育成事業（子ども会）」の利用希望は、

小学校低学年時期（23.1％）から高学年時期（7.7％）にかけて、

７割近くも減少しています。 

○就学前児童の放課後児童クラブ（学童保育）」の利用希望は、小学

校低学年時期（18.5％）から高学年時期（18.5％）にかけて、

同数値で推移しています。 

居住地域におけ
る子育て環境や
満足度 

○回答者の平均評価について、就学前児童（3.14）は 4 番目に高い

ものの、小学生（2.88）は 3 番目に低い得点となっています。 
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④南部地域 

分析視点 地域特性等 

人口推移と推計 
○就学前児童数は、2018 年の 3,867 人から 2025 年では 3,387

人となり、480 人（12.4％）の減少が見込まれています。 

子育て家庭環境 

○就学前児童の主な保育者に「主に母親」と回答している割合は、

就学前児童（42.3％）が 2 番目に多く、小学生（41.5％）は市

平均値（40.2％）よりやや多い状況です。 

○就学前児童における主な親族等協力者として「いずれもいない」

（14.5％）は、他地域に比べて２番目に多い状況です。 

母親の就労状況 

○就学前児童では、フルタイム（46.9％）が市平均値（47.1％）

よりやや多いものの、パートタイム（25.7％）は他地域に比べて

2 番目に少ない状況です。 

○小学生では、フルタイム（40.5％）が他地域に比べて２番目に少

なく、パートタイム（39.7％）は市平均値（39.5％）とほぼ同

数値の状況です。 

定期的な教育・
保育事業の利用
率とニーズ等 

○定期的な教育・保育事業の利用割合は 75.1％で、他地域に比べて

2 番目に少ない状況です。 

○「幼稚園」（13.2％）は市平均値（11.7％）よりやや多く、「幼

稚園の預かり保育」（3.4％）でも他地域に比べて４番目に多く、

「認可保育所」（24.2％）は３番目に少ない状況です。 

○「認定こども園」の利用（57.9％）は、市平均値（54.1％）よ

りやや多い状況です。 

○利用率（現状）から希望率（今後）の差をみると、「認可保育所」

（16.3％）、「幼稚園」（14.2％）、「幼稚園の預かり保育」

（12.5％）、「認定こども園」（5.7％）の順に増加しています。 

地域子育て支援
事業の利用率と
ニーズ等 

 

 

 

 

 

○地域子育て支援拠点事業の利用者（25.9％）は他地域に比べて最

も多く、類似事業の利用者（9.4％）でも３番目に多い状況です。 

○新規の利用希望者（16.6％）は、市平均値（17.8％）よりやや

少なく、回数を増やしたい利用者（8.4％）は市平均値（8.6％）

とほぼ同数値の状況です。 

○就学前児童の「地域児童健全育成事業（子ども会）」の利用希望は、

小学校低学年時期（32.1％）から高学年時期（14.2％）にかけ

て、５割以上も減少しています。 

○就学前児童の「放課後児童クラブ（学童保育）」の利用希望は、小

学校低学年時期（32.1％）から高学年時期（14.2％）にかけて、

５割以上も減少しています。 

居住地域におけ
る子育て環境や
満足度 

○回答者の平均評価について、就学前児童（3.07）は市平均値

（3.07）と同数値、小学生（2.95）は市平均値（3.01）より低

い得点となっています。 
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⑤北部地域 

分析視点 地域特性等 

人口推移と推計 
○就学前児童数は、2018 年の 2,462 人から 2025 年では 2,066

人となり、396 人（16.1％）の減少が見込まれています。 

子育て家庭環境 

○就学前児童の主な保育者に「主に母親」と回答している割合は、

就学前児童（38.2％）が市平均値（39.9％）よりやや少なく、

小学生（42.6％）は他地域に比べて４番目に多い状況です。 

○就学前児童における主な親族等協力者として「いずれもいない」

（9.5％）は、市平均値（11.4％）よりやや少ない状況です。 

母親の就労状況 

○就学前児童では、フルタイム（51.3％）は他地域に比べて 2 番目

に多いものの、パートタイム（26.4％）は 3 番目に少ない状況で

す。 

○小学生では、フルタイム（41.5％）は他地域に比べて３番目に少

ないものの、パートタイム（41.6％）では 4 番目に多い状況です。 

定期的な教育・
保育事業の利用
率とニーズ等 

○定期的な教育・保育事業の利用割合は 79.3％で、市平均値

（78.2％）よりやや多い状況です。 

○「幼稚園」（6.0％）は他地域に比べて２番目に少なく、「幼稚園の

預かり保育」（2.2％）でも 3 番目に少なく、「認可保育所」（30.9％）

も市平均値（31.3％）よりやや少ない状況です。 

○「認定こども園」の利用（59.7％）は、市平均値（54.1％）よ

り多い状況です。 

○利用率（現状）から希望率（今後）の差をみると、「幼稚園」

（14.3％）、「認可保育所」（12.4％）、「幼稚園の預かり保育」

（10.0％）、「認定こども園」（5.5％）の順に増加しています。 

地域子育て支援
事業の利用率と
ニーズ等 

○地域子育て支援拠点事業の利用者（20.5％）は市平均値（22.4％）

よりやや少なく、類似事業の利用者（7.0％）は他地域に比べて 3

番目に少ない状況です。 

○新規の利用希望者（14.1％）は他地域に比べて最も少なく、回数

を増やしたい利用者（8.0％）は 3 番目に少ない状況です。 

○就学前児童の「地域児童健全育成事業（子ども会）」の利用希望は、

小学校低学年時期（54.9％）から高学年時期（12.2％）にかけ

て、約８割も減少しています。 

○就学前児童の「放課後児童クラブ（学童保育）」の利用希望は、小

学校低学年時期（24.4％）から高学年時期（8.5％）にかけて、

６割以上も減少しています。 

居住地域におけ
る子育て環境や
満足度 

○回答者の平均評価ついて、就学前児童（3.16）は他地域に比べて

3 番目に高く、小学生（3.13）でも４番目に高い得点となってい

ます。 

  



第２章 調査結果のまとめ 
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⑥呉羽地域 

分析視点 地域特性等 

人口推移と推計 
○就学前児童数は、2018 年の 1,008 人から 2025 年では 845

人となり、163 人（16.2％）の減少が見込まれています。 

子育て家庭環境 

○就学前児童の主な保育者に「主に母親」と回答している割合は、

就学前児童（37.4％）が他地域に比べて 2 番目に少なく、小学生

（36.7％）は３番目に少ない状況です。 

○就学前児童における主な親族等協力者として「いずれもいない」

（7.4％）は、他地域に比べて３番目に少ない状況です。 

母親の就労状況 

○就学前児童では、フルタイム（50.3％）は市平均値（47.1％）

よりやや多く、パートタイム（28.8％）は市平均値（28.8％）

と同数値の状況です。 

○小学生では、フルタイム（42.8％）は市平均値（44.2％）より

やや少ないものの、パートタイム（44.0％）他地域に比べて２番

目に多い状況です。 

定期的な教育・
保育事業の利用
率とニーズ等 

○定期的な教育・保育事業の利用割合は 78.5％で、他地域に比べて

４番目に少ない状況です。 

○「幼稚園」（13.5％）は他地域に比べて４番目に多く、「幼稚園の

預かり保育」（3.4％）は市平均値（3.2％）とほぼ同数値、「認可

保育所」（57.3％）においては最も多い状況です。 

○「認定こども園」の利用（27.3％）は、他地域に比べて最も少な

い状況です。 

○利用率（現状）から希望率（今後）の差をみると、「認定こども園」

（14.5％）、「幼稚園の預かり保育」（10.4％）、「幼稚園」（9.7％）、

「認可保育所」（0.3％）の順に増加しています。 

地域子育て支援
事業の利用率と
ニーズ等 

○地域子育て支援拠点事業の利用者（18.5％）と類似事業の利用者

（6.5％）はともに他地域に比べて最も少ない状況です。 

○新規の利用希望者（15.9％）は他地域に比べて３番目に少なく、

回数を増やしたい利用者（8.2％）でも４番目に少ない状況です。 

○就学前児童の「地域児童健全育成事業（子ども会）」の利用希望は、

小学校低学年時期（44.3％）から高学年時期（8.2％）にかけて、

８割以上も減少しています。 

○就学前児童の「放課後児童クラブ（学童保育）」の利用希望は、小

学校低学年時期（19.7％）から高学年時期（14.8％）にかけて、

２割以上も減少しています。 

居住地域におけ
る子育て環境や
満足度 

○回答者の平均評価について、就学前児童（3.01）と小学生（2.92）

はともに市平均値（就学前児童 3.07・小学生 3.01）より低い得

点となっています。 

  



第２章 調査結果のまとめ 
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⑦水橋地域 

分析視点 地域特性等 

人口推移と推計 
○就学前児童数は、2018 年の 463 人から 2025 年では 368 人

となり、95 人（20.5％）の減少が見込まれています。 

子育て家庭環境 

○就学前児童の主な保育者に「主に母親」と回答している割合は、

就学前児童（42.2％）が他地域に比べて 3 番目に多く、小学生

（32.7％）は最も少ない状況です。 

○就学前児童における主な親族等協力者として「いずれもいない」

（7.8％）は、市平均値（11.4％）より少ない状況です。 

母親の就労状況 

○就学前児童では、フルタイム（52.4％）は他地域に比べて最も多

いものの、パートタイム（27.5％）は市平均値（28.8％）より

やや少ない状況です。 

○小学生では、フルタイム（52.9％）は他地域に比べて 3 番目に多

いものの、パートタイム（36.5％）は 3 番目に少ない状況です。 

定期的な教育・
保育事業の利用
率とニーズ等 

○定期的な教育・保育事業の利用割合は 79.9％で、他地域に比べて

4 番目に多い状況です。 

○「幼稚園」（14.7％）は他地域に比べて３番目に多く、「幼稚園の

預かり保育」（7.4％）においては最も多く、「認可保育所」（35.0％）

でも４番目に多い状況です。 

○「認定こども園」の利用（49.1％）は、他地域に比べて 4 番目に

少ない状況です。 

○利用率（現状）から希望率（今後）の差をみると、「認定こども園」

（9.2％）、「幼稚園」（7.8％）、「認可保育所」（7.６％）、「幼稚園

の預かり保育」（5.8％）の順に増加しています。 

地域子育て支援
事業の利用率と
ニーズ等 

○地域子育て支援拠点事業の利用者（22.5％）は市平均値（22.4％）

とほぼ同数値、類似事業の利用者（10.3％）は他地域に比べて最

も多い状況です。 

○新規の利用希望者（15.7％）は他地域に比べて２番目に少なく、

回数を増やしたい利用者（5.9％）は最も少ない状況です。 

○就学前児童の「地域児童健全育成事業（子ども会）」の利用希望は、

小学校低学年時期（44.8％）から高学年時期（20.7％）にかけ

て、5 割以上も減少しています。 

○就学前児童の「放課後児童クラブ（学童保育）」の利用希望は、小

学校低学年時期（20.7％）から高学年時期（10.3％）にかけて、

５割も減少しています。 

居住地域におけ
る子育て環境や
満足度 

○回答者の平均評価について、就学前児童（2.81）と小学生（2.83）

は、ともに他地域に比べて２番目に低い得点となっています。 

  



第２章 調査結果のまとめ 
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⑧大沢野・細入地域 

分析視点 地域特性等 

人口推移と推計 
○就学前児童数は、2018 年の 875 人から 2025 年では 727 人

となり、148 人（16.9％）の減少が見込まれています。 

子育て家庭環境 

○就学前児童の主な保育者に「主に母親」と回答している割合は、

就学前児童（37.8％）が他地域に比べて３番目に少なく、小学生

（43.2％）は 3 番目に多い状況です。 

○就学前児童における主な親族等協力者として「いずれもいない」

（6.3％）は、他地域に比べて２番目に少ない状況です。 

母親の就労状況 

○就学前児童では、フルタイム（50.6％）が他地域に比べて 4 番目

に多く、パートタイム（33.2％）でも２番目に多い状況です。 

○小学生では、フルタイム（59.9％）が他地域に比べて最も多いも

のの、パートタイム（30.3％）は最も少ない地域です。 

定期的な教育・
保育事業の利用
率とニーズ等 

○定期的な教育・保育事業の利用割合は 83.2％で、他地域に比べて

２番目に多い状況です。 

○「幼稚園」（10.3％）は他地域に比べて４番目に少ないものの、「幼

稚園の預かり保育」（6.3％）と「認可保育所」（46.6％）はとも

に 2 番目に多い状況です。 

○「認定こども園」の利用（40.3％）は、他地域に比べて２番目に

少ない状況です。 

○利用率（現状）から希望率（今後）の差をみると、「幼稚園」

（10.1％）、「認可保育所」（8.7％）、「幼稚園の預かり保育」

（7.2％）、「認定こども園」（7.1％）の順に増加しています。 

地域子育て支援
事業の利用率と
ニーズ等 

○地域子育て支援拠点事業の利用者（19.4％）は他地域に比べて２

番目に少なく、類似事業の利用者（7.6％）は市平均値（8.1％）

とほぼ同数値の状況です。 

○新規の利用希望者（20.4％）は他地域に比べて２番目に多く、回

数を増やしたい利用者（7.2％）は２番目に少ない状況です。 

○就学前児童の「地域児童健全育成事業（子ども会）」の利用希望は、

小学校低学年時期（35.4％）から高学年時期（6.3％）にかけて、

８割以上も減少しています。 

○就学前児童の「放課後児童クラブ（学童保育）」の利用希望は、小

学校低学年時期（31.3％）から高学年時期（10.4％）にかけて、

７割近くも減少しています。 

居住地域におけ
る子育て環境や
満足度 

○回答者の平均評価について、就学前児童（3.19）と小学生（3.20）

は、ともに他地域に比べて２番目に高い得点となっています。 

  



第２章 調査結果のまとめ 
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⑨大山地域 

分析視点 地域特性等 

人口推移と推計 
○就学前児童数は、2018 年の 330 人から 2025 年では 254 人

となり、76 人（23.0％）の減少が見込まれています。 

子育て家庭環境 

○就学前児童の主な保育者に「主に母親」と回答している割合は、

就学前児童（39.0％）が市平均値（39.9％）よりやや少なく、

小学生（34.2％）は他地域に比べて２番目に少ない状況です。 

○就学前児童における主な親族等協力者として「いずれもいない」

（7.5％）は、他地域に比べて４番目に少ない状況です。 

母親の就労状況 

○就学前児童では、フルタイム（47.3％）が市平均値（47.1％）

とほぼ同数値、パートタイム（33.5％）は他地域に比べて最も多

い状況です。 

○小学生では、フルタイム（46.6％）が他地域に比べて 4 番目に多

く、パートタイム（39.8％）は市平均値（39.5％）とほぼ同数

値の状況です。 

定期的な教育・
保育事業の利用
率とニーズ等 

○定期的な教育・保育事業の利用割合は 81.5％で、他地域に比べて

3 番目に多い状況です。 

○「幼稚園」（10.1％）は他地域に比べて３番目に少なく、「幼稚園

の預かり保育」（2.5％）でも市平均値（3.2％）とよりやや少な

く、「認可保育所」（26.1％）も４番目に少ない状況です。 

○「認定こども園」の利用（63.0％）は、他地域に比べて２番目に

多い状況です。 

○利用率（現状）から希望率（今後）の差をみると、「認可保育所」

（13.6％）、「幼稚園」（11.1％）、「幼稚園の預かり保育」（7.8％）、

「認定こども園」（-1.4％）の順に増減しています。 

地域子育て支援
事業の利用率と
ニーズ等 

○地域子育て支援拠点事業の利用者（20.5％）は市平均値（22.4％）

よりやや少なく、類似事業の利用者（7.5％）は市平均値（8.1％）

に比べて少ない状況です。 

○新規の利用希望者（16.4％）は他地域に比べて 4 番目に少ないも

のの、回数を増やしたい利用者（10.3％）は最も多い状況です。 

○就学前児童の「地域児童健全育成事業（子ども会）」の利用希望は、

小学校低学年時期（20.8％）から高学年時期（8.3％）にかけて、

６割も減少しています。 

○就学前児童の「放課後児童クラブ（学童保育）」の利用希望は、小

学校低学年時期（37.5％）から高学年時期（16.7％）にかけて、

５割以上も減少しています。 

居住地域におけ
る子育て環境や
満足度 

○回答者の平均評価について、就学前児童（2.76）と小学生（2.81）

は、ともに他地域に比べて最も低い得点となっています。 

  



第２章 調査結果のまとめ 
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⑩八尾・山田地域 

分析視点 地域特性等 

人口推移と推計 
○就学前児童数は、2018 年の 795 人から 2025 年では 605 人

となり、190 人（23.9％）の減少が見込まれています。 

子育て家庭環境 

○就学前児童の主な保育者に「主に母親」と回答している割合は、

就学前児童（38.6％）が市平均値（39.9％）よりやや少なく、

小学生（37.7％）は他地域に比べて 4 番目に少ない状況です。 

○就学前児童における主な親族等協力者として「いずれもいない」

（5.4％）は、他地域に比べて最も少ない状況です。 

母親の就労状況 

○就学前児童では、フルタイム（51.3％）は他地域に比べて２番目

に多く、パートタイム（32.9％）でも他地域に比べて３番目に多

い状況です。 

○小学生では、フルタイム（53.9％）は他地域に比べて 2 番目に多

いものの、パートタイム（30.8％）は 2 番目に少ない状況です。 

定期的な教育・
保育事業の利用
率とニーズ等 

○定期的な教育・保育事業の利用割合は 83.6％で、他地域に比べて

最も多い状況です。 

○「幼稚園」（0.8％）と「幼稚園の預かり保育」（0.4％）は他地域

に比べて最も少ないものの、「認可保育所」（38.2％）では 3 番目

に多い状況です。 

○「認定こども園」の利用（61.0％）は、他地域に比べて 3 番目に

多い状況です。 

○利用率（現状）から希望率（今後）の差をみると、「幼稚園」（8.6％）、

「認可保育所」（7.8％）、「認定こども園」（5.8％）、「幼稚園の預

かり保育」（4.3％）の順に増加しています。 

地域子育て支援
事業の利用率と
ニーズ等 

○地域子育て支援拠点事業の利用者（20.5％）は市平均値（22.4％）

に比べて少なく、類似事業の利用者（7.7％）は市平均値（8.1％）

とほぼ同数値の状況です。 

○新規の利用希望者（18.8％）は他地域に比べて５番目に多く、回

数を増やしたい利用者（9.4％）でも 4 番目に多い状況です。 

○就学前児童の「地域児童健全育成事業（子ども会）」の利用希望は、

小学校低学年時期（21.8％）から高学年時期（16.4％）にかけ

て、２割以上減少しています。 

○就学前児童の「放課後児童クラブ（学童保育）」の利用希望は、小

学校低学年時期（43.6％）から高学年時期（30.9％）にかけて、

約３割も減少しています。 

居住地域におけ
る子育て環境や
満足度 

○回答者の平均評価について、就学前児童（3.12）は他地域に比べ

て５番目に高く、小学生（3.15）でも３番目に高い得点となって

います。 

  



第２章 調査結果のまとめ 
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⑪婦中地域 

分析視点 地域特性等 

人口推移と推計 
○就学前児童数は、2018 年の 2,237 人から 2025 年では 2,105

人となり、132 人（5.9％）の減少が見込まれています。 

子育て家庭環境 

○就学前児童の主な保育者に「主に母親」と回答している割合は、

就学前児童（39.2％）が市平均値（39.9％）とほぼ同じであり、

小学生（46.4％）は他地域に比べて最も多い状況です。 

○就学前児童における主な親族等協力者として「いずれもいない」

（9.8％）は、他地域に比べて 4 番目に多い状況です。 

母親の就労状況 

○就学前児童では、フルタイム（46.3％）は市平均値（47.1％）

よりやや少ないものの、パートタイム（30.3％）は市平均値

（28.8％）よりやや多い状況です。 

○小学生では、フルタイム（45.0％）とパートタイム（40.5％）

はともに他地域に比べて５番目に多い状況です。 

定期的な教育・
保育事業の利用
率とニーズ等 

○定期的な教育・保育事業の利用割合は 79.2％で、市平均値

（78.2％）よりやや多い状況です。 

○「幼稚園」（12.0％）は市平均値（11.7％）とほぼ同数値、「幼

稚園の預かり保育」（2.4％）は市平均値（3.2％）よりやや少な

く、「認可保育所」（29.5％）でも市平均値（31.3％）より少な

い状況です。 

○「認定こども園」の利用（56.6％）は、市平均値（54.1％）よ

りやや多い状況です。 

○利用率（現状）から希望率（今後）の差をみると、「幼稚園」

（12.7％）、「認可保育所」（11.8％）、「幼稚園の預かり保育」

（10.5％）、「認定こども園」（0.3％）の順に増加しています。 

地域子育て支援
事業の利用率と
ニーズ等 

○地域子育て支援拠点事業の利用者（22.8％）は他地域に比べて４

番目に多く、類似事業の利用者（7.3％）は市平均値（8.1％）よ

りやや少ない状況です。 

○新規の利用希望者（17.8％）は市平均値（17.8％）と同数値、

回数を増やしたい利用者（8.5％）は市平均値（8.6％）とほぼ同

数値の状況です。 

○就学前児童の「地域児童健全育成事業（子ども会）」の利用希望は、

小学校低学年時期（19.4％）から高学年時期（6.5％）にかけて、

７割近くも減少しています。 

○就学前児童の「放課後児童クラブ（学童保育）」の利用希望は、小

学校低学年時期（30.1％）から高学年時期（10.8％）にかけて、

6 割以上も減少しています。 

居住地域におけ
る子育て環境や
満足度 

○回答者の平均評価について、就学前児童（3.01）は市平均値

（3.07）より低いものの、小学生（3.09）は市平均値（3.01）

より高い得点となっています。 
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59.0

30.7

3.4

34.9

14.9

45.4

2.0

2.7

0.9

0% 25% 50% 75% 100%

父母ともに

母親

父親

祖父母

幼稚園

保育所

認定こども園

その他

無回答

就学前児童

(H25)n=4,491

54.0 

57.6 

42.8 

39.9 

0.3 

0.5 

1.3 

0.7 

0.4 

0.2 

1.2 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(H25)n=4,491

就学前児童

(H30)n=4,612

51.1 

53.6 

42.8 

40.2 

1.0 

1.0 

2.2 

1.8 

0.7 

0.5 

2.2 

2.9 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

(H25)n=2,413

小学生

(H30)n=2,434

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答

65.7

25.9

2.8

35.6

8.4

26.1

38.3

2.6

0.1

0% 25% 50% 75% 100%

父母ともに

母親

父親

祖父母

幼稚園

保育所

認定こども園

その他

無回答

就学前児童

(H30)n=4,612

第３章 子育て家庭を取り巻く環境 

１ 子育ての環境について 

（１）主な保育者と親族等協力者の状況 

○主な保育者の状況をみると、就学前児童・小学生いずれも「父母ともに」が半数以上

を占めています。前回調査と比較すると、就学前児童は3.6
ポイ

ント、小学生は2.5
ポイ

ント高く

なっています。 

○就学前児童では、こうした状況の中で日常的に子育てに関わっている方（施設含む）

は、「父母ともに」（65.7％）が最も高く、次いで「認定こども園」（38.3％）、「祖

父母」（35.6％）となっています。前回調査と比較すると、幼稚園が6.5
ポイ

ント、保育所

が19.3
ポイ

ント低くなったのに対し、認定こども園が36.3
ポイ

ント高くなっています。 

問6[問6] 主な保育者の状況【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問7 日常的に子育てに関わっている方（施設含む）【経年比較】 
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95.7 

32.5 

17.0 

34.7 

44.0 

2.8 

0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

家庭

地域

幼稚園

保育所

認定こども園

その他

無回答

就学前児童

n=4,612

37.8

56.1

0.9

6.4

9.4

1.7

34.2 

58.2 

0.9 

4.7 

11.4 

1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもを

みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

就学前児童

(H25)n=4,491

就学前児童

(H30)n=4,612

○就学前児童の子育てに影響すると思う環境は、「家庭」（95.7％）と回答した割合が

最も高く、次いで「認定こども園」（44.0％）、「保育所」（34.7％）の順となってい

ます。 

○就学前児童の子育てに関する親族・知人等協力者の状況をみると、「緊急時もしくは

用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」方は58.2％、「日常的に祖父母等の親

族にみてもらえる」方は34.2％と親族の協力者は多い状況です。一方、「緊急時もし

くは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」（4.7％）は１割未満であ

ることから、緊急時であっても友人・知人には預けにくい状況がうかがえます。前回

調査と比較すると、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」

が2.1
ポイ

ント増加したものの、「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」は3.6
ポイ

ント減少し

ています。また、「いずれもいない」が2.0
ポイ

ント増加しています。 

問8 子育てに影響すると思う環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問9 親族・知人等協力者の状況【経年比較】 
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49.1 

25.4 

28.8 

26.6 

9.9 

3.4 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を

心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が

大きく心配である

子育てについて責任のある親の立場として、

負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい

環境であるか、少し不安がある

その他

無回答

就学前児童

n=3,946

38.9 

10.7 

31.1 

25.8 

2.9 

6.1 

6.6 

0% 25% 50% 75% 100%

友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を

心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が

大きく心配である

子育てについて責任のある親の立場として、

負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい

環境であるか、少し不安がある

その他

無回答

就学前児童

n=244

○祖父母等の親族に子どもをみてもらっている状況について、「祖父母等の親族の身体

的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる」

（49.1％）と回答した割合が最も高いものの、一方で、「祖父母等の親族の時間的制

約や精神的な負担が大きく心配である」（28.8％）、「子育てについて責任のある親の

立場として、負担をかけていることが心苦しい」（26.6％）など、祖父母の負担を心

配しながらみてもらっている割合も高くなっています。 

○友人・知人に子どもを預かってもらっている状況について、「友人・知人の身体的・

精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる」

（38.9％）と回答した割合が最も高いものの、一方で、「友人・知人の時間的制約や

精神的な負担が大きく心配である」（31.1％）、「子育てについて責任のある親の立場

として、負担をかけていることが心苦しい」（25.8％）と６割近くの方が、友人・知

人の負担を心配しながらみてもらっている状況です。 

問9-1 祖父母等の親族に子どもをみてもらうことへの考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問9-2 友人・知人に子どもをみてもらうことへの考え 
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いる／ある

90.5%

いない

／ない

4.0%

無回答

5.6%

就学前児童

(H25)n=4,491

いる／ある

89.9%

いない

／ない

4.9%

無回答

5.2%

就学前児童

(H30)n=4,612

84.5 

71.7 

8.8 

9.1 

7.7 

41.2 

12.4 

0.4 

13.5 

0.5 

3.3 

0.1 

0% 25% 50% 75% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設（子育て支援

センター、児童館等）・NPO

保健所・保健福祉センター

保育士

幼稚園教諭

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

自治体の子育て関連

担当窓口

その他

無回答

就学前児童

(H30)n=4,145

（２）子育てに関する相談者の状況 

○気軽に相談できる人の有無をみると、「いる／ある」（89.9％）と回答した方は約９

割です。前回調査と大差はありません。 

○気軽に相談できる相手の状況をみると、「祖父母等の親族」（84.5％）、「友人や知人」

（71.7％）が高くなっています。前回調査と比較すると、「保育士」が8.8
ポイ

ント増加し

ています。 

問10 子育てに関して気軽に相談できる人の有無【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問10-1 気軽に相談できる相手【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

83.5 

73.6 

11.6 

7.1 

8.6 

32.4 

12.2 

0.4 

13.1 

0.5 

2.6 

0.1 

0% 25% 50% 75% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設

（児童館等）・NPO

保健所・保健福祉センター

保育士

幼稚園教諭

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

自治体の子育て関連

担当窓口

その他

無回答

就学前児童

(H25)n=4,063
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31.3

37.4

9.5

9.7

25.8

26.3

1.6 

2.5 

29.0 

22.0 

2.1 

1.0 

0.8 

1.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(H25)n=4,491

就学前児童

(H30)n=4,612

38.0

43.2

0.9

1.0

38.2

38.8

0.7 

0.7 

14.6 

10.7 

1.9 

0.7 

5.7 

5.0 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

(H25)n=2,413

小学生

(H30)n=2,434

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業・その他休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業・その他休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業・そ

の他休業中ではない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、産休・育休・介護

休業・その他休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

２ 保護者の就労状況 

（１）母親の就労状況 

○母親の就労状況をみると、「フルタイムで就労している」「パート・アルバイト等で就

労している」を合わせた現在就労している方は、就学前児童で75.9％、小学生で

83.7％となっています。そのうち産休・育休・介護休業を取得中の方は、就学前児

童で12.2％、小学生では1.7％となっています。前回調査と比較すると、現在就労し

ている方は、就学前児童で7.7
ポイ

ント、小学生で5.9
ポイ

ント増加しています。特にフルタイム

で就労している母親が増えています。 

問11(1)[問7(1)] 母親の就労状況【経年比較】 
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0.5 1.0 3.4 
8.3 

76.6 

9.2 
0.9 0.2 0.9 

5.1 
11.1 

72.1 

10.1 

0.4 
0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

就学前児童

n=3,505

小学生

n=2,036

1.7 

15.3 

31.2 
43.7 

5.0 1.3 1.8 2.5 

22.2 26.7 

41.4 

5.0 1.3 1.0 

0%

25%

50%

75%

100%

４時間
未満

４～５
時間

６～７
時間

８～９
時間

10～11
時間

12時間
以上

無回答

就学前児童

n=3,505

小学生

n=2,036

0.1 2.1 

41.5 
39.1 

8.3 
2.5 6.5 

0.4 2.0 

34.8 

44.2 

13.4 
3.9 1.4 

0%

25%

50%

75%

100%

６時以前 ６時台 ７時台 ８時台 ９時台 10時以後 無回答

就学前児童

n=3,505

小学生

n=2,036

3.2 9.9 

39.2 38.3 

2.3 0.3 
6.6 6.1 

20.4 

34.9 34.1 

2.6 
0.3 1.6 

0%

25%

50%

75%

100%

12時以前 12～15
時台

16～17
時台

18～19
時台

20～21
時台

22時以後 無回答

就学前児童

n=3,505

小学生

n=2,036

○母親の就労日数と就労時間をみると、就学前児童・小学生ともに「５日」（76.6％・

72.1％）、「８～９時間」（43.7％・41.4％）と回答した割合が最も高くなっています。 

○母親の出勤時間は、就学前児童では「７時台」（41.5％）、小学生では「８時台」（44.2％）

の割合が最も高く、また、帰宅時間は就学前児童・小学生ともに「16～17時台」

（39.2％・34.9％）の割合が最も高くなっています。 

問11(1)-1[問7(1)-1] 母親の就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

問11(1)-1[問7(1)-1] 母親の就労時間（１日当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問11(1)-2[問7(1)-1] 母親の出勤時間 

 

 

 

 

 

 
 

問11(1)-2[問7(1)-1] 母親の帰宅時間 
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8.8 

8.9 

21.4 

23.4 

47.9 

54.5 

2.6 

2.3 

19.4 

10.8 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=1,330

小学生

n= 961

9.9 

7.5 

23.1 

24.2 

55.8 

54.0 

2.0 

2.3 

9.2 

12.0 

0% 25% 50% 75% 100%

小学校

１～３年生

n=455

小学校

４～６年生

n=483

フルタイムへの転換希望があり、

実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、

実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の

就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて

子育てや家事に専念したい

無回答

○「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」と「フルタイムへの転

換希望はあるが、実現できる見込みはない」を合わせたパートタイムからフルタイム

への転換希望がある母親は、就学前児童で30.2％、小学生で32.3％となっています。 

○低学年では高学年より、「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」

母親の割合が2.4
ポイ

ント、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」する母親の

割合が1.8
ポイ

ント高くなっています。 

問12(1)[問8(1)] 母親のパート・アルバイト等からフルタイムへの転換希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小学生の内訳には、学年不明（無回答）の23人を含みません。 
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０歳

0.0%
１歳

5.8%

２歳

9.9%

３歳

41.2%
４～５歳

13.3%

６～８歳

20.7%

９～11歳

5.6%

12歳以上

1.7%

無回答

1.9%

就学前児童

(H30)n=466

０～３歳

50.0%

４～５歳

15.2%

６～８歳

23.8%

９～11歳

6.9%

12歳以上

2.6%
無回答

1.5%

就学前児童

(H25)n=538

6.7 

5.8 

35.2 

37.8 

58.0 

56.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(H25)n=889

就学前児童

(H30)n=740

フルタイム パートタイム・

アルバイト等

無回答

○現在就労していないが今後の就労希望がある就学前児童の母親は69.7％、その内訳

は「１年より先、一番下の子どもが□□歳になったころに就労したい」が43.9％、「す

ぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が25.8％となり、希望する就労形態は

「パートタイム、アルバイト等」が37.8％、「フルタイム」が5.8％となっています。

また、就労希望時期となる子どもの年齢としては「０～３歳」（56.9％）と回答した

割合が最も高くなっています。前回調査と比較すると、就労希望がある母親は6.1
ポイ

ント、

希望する就労形態は「パートタイム、アルバイト等」が2.6
ポイ

ント、子どもの年齢が「０

～３歳」での就労希望が6.9
ポイ

ント増加しています。また、「子育てや家事などに専念した

い（就労の予定はない）」方も2.5
ポイ

ント増加しています。 

問13(1) 就労していない母親の今後の就労希望【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.0 

20.5 

38.5 

43.9 

25.1 

25.8 

18.3 

9.8 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(H25)n=1,396

就学前児童

(H30)n=1,061

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが□□歳に

なったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

「１年より先、一番下の子どもが□□歳に

なったころに就労したい」に○を付けた方 

【就労希望時の末子の年齢】 

【母親の希望する就労形態】 

p.35【希望就労日数と希望就労時間】
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25.8 

34.3 

27.3 

27.8 

28.0 

32.5 

19.0 

5.4 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

(H25)n=400

小学生

(H30)n=277

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが□□歳に

なったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

０～３歳

18.3%

４～５歳

13.8%

６～８歳

25.7%

９～11歳

19.3%

12歳以上

20.2%

無回答

2.8%

小学生

(H25）n=109

０歳

0.0%

１歳

6.5% ２歳

7.8%

３歳

18.2%

４～５歳

10.4%
６～８歳

26.0%

９～11歳

11.7%

12歳以上

19.5%

無回答

0.0%

小学生

(H30)n= 77

6.8 

10.2 

48.0 

58.1 

45.2 

31.7 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

(H25)n=221

小学生

(H30)n=167

フルタイム パートタイム・

アルバイト等

無回答

○現在就労していないが今後の就労希望がある小学生の母親は60.3％、その内訳は「す

ぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が32.5％、「１年より先、一番下の子ど

もが□歳になったころに就労したい」が27.8％となり、希望する就労形態は「パー

トタイム、アルバイト等」が58.1％、「フルタイム」が10.2％となっています。ま

た、就労希望時期となる子どもの年齢としては「０～３歳」（32.5％）と回答した割

合が最も高く、次いで「６～８歳」（26.0％）となっています。前回調査と比較する

と、就労希望がある母親は5.0
ポイ

ント、希望する就労形態は「パートタイム、アルバイト

等」が10.1
ポイ

ント、「フルタイム」が3.4
ポイ

ント、子どもの年齢が「０～３歳」での就労希望

が14.2
ポイ

ント増加しています。また、「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はな

い）」方も8.5
ポイ

ント増加しています。 

[問9(1)] 就労していない母親の今後の就労希望【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「１年より先、一番下の子どもが□□歳に

なったころに就労したい」に○を付けた方 

【就労希望時の末子の年齢】 

【母親の希望する就労形態】 

p.35【希望就労日数と希望就労時間】
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0.0 1.9 

22.7 
26.8 

46.6 

0.0 1.9 0.4 
2.1 

26.4 
31.1 38.2 

0.4 
1.4 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

就学前児童

(H25)n=313

就学前児童

(H30)n=280

1.3 

67.7 

25.6 

1.9 0.0 1.3 2.2 
3.9 

67.5 

23.9 

2.5 
0.4 0.0 1.8 

0%

25%

50%

75%

100%

４時間
未満

４～５
時間

６～７
時間

８～９
時間

10～11
時間

12時間
以上

無回答

就学前児童

(H25)n=313

就学前児童

(H30)n=280

0.0 1.9 

28.3 31.1 
37.7 

0.0 0.9 0.0 
2.1 

30.9 32.0 33.0 

0.0 
2.1 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

小学生

(H25)n=106

小学生

(H30)n= 97

3.8 

72.6 

20.8 

1.9 0.0 0.0 0.9 
4.1 

74.2 

16.5 
3.1 

0.0 0.0 2.1 

0%

25%

50%

75%

100%

４時間
未満

４～５
時間

６～７
時間

８～９
時間

10～11
時間

12時間
以上

無回答

小学生

(H25)n=106

小学生

(H30)n= 97

○パートタイム・アルバイト等での就労を希望する母親の１週当たりの希望就労日数を

みると、就学前児童・小学生ともに「５日」（38.2％・33.0％）の割合が最も高く

なっていますが、前回調査と比較すると、「５日」の割合がやや低くなり、「３日」「４

日」の割合が高くなっています。 

○希望就労時間は、就学前児童・小学生ともに「４～５時間」（67.5％・74.2％）の

割合が最も高く、次いで「６～７時間」（23.9％・16.5％）となっています。 

問13(1)② パートタイム・アルバイト等希望の母親の希望就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

問13(1)② パートタイム・アルバイト等希望の母親の希望就労時間（１日当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

[問9(1)②] パートタイム・アルバイト等希望の母親の希望就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

[問9(1)②] パートタイム・アルバイト等希望の母親の希望就労時間（１日当たり） 
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93.5 

85.9 

0.5 

0.1 

0.3 

0.4 

0.0 

0.0 

0.4 

0.5 

0.0 

0.1 

5.2 

13.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=4,612

小学生

n=2,434

フルタイムで就労しており、育休・介護休業・その他休業中ではない

フルタイムで就労しているが、育休・介護休業・その他休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、育休・介護休業・

その他休業中ではない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、育休・介護

休業・その他休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

0.1 0.0 
0.6 0.5 

62.8 

35.1 

0.8 0.0 
0.1 0.3 0.5 

60.7 

37.5 

0.9 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

就学前児童

n=4,352

小学生

n=2,104

0.4 0.3 1.4 

49.2 

29.8 
16.7 

2.3 0.1 0.2 1.5 

51.8 

28.6 
15.7 

2.1 
0%

25%

50%

75%

100%

４時間
未満

４～５
時間

６～７
時間

８～９
時間

10～11
時間

12時間
以上

無回答

就学前児童

n=4,352

小学生

n=2,104

（２）父親の就労状況 

○父親の就労状況をみると、「フルタイムで就労している」「パート・アルバイト等で就

労している」を合わせた現在就労している方は、就学前児童で94.3％、小学生で

86.4％となっています。 

○父親の就労日数をみると、就学前児童・小学生ともに「５日」および「６日以上」と回

答した方が大半を占めています。また、就労時間をみると、就学前児童・小学生ともに

「８～９時間」（49.2％・51.8％）と回答した割合が最も高くなっています。 

問11(2)[問7(2)] 父の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問11(2)-1[問7(2)-1] 父親の就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

問11(2)-1[問7(2)-1] 父親の就労時間（１日当たり） 
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6.3 
0.8 7.8 

44.9 

26.5 

7.0 6.7 8.3 1.1 
9.2 

45.2 

27.8 

6.9 1.6 

0%

25%

50%

75%

100%

12時以前 12～15
時台

16～17
時台

18～19
時台

20～21
時台

22時以後 無回答

就学前児童

n=4,352

小学生

n=2,104

41.2 

20.0 

17.6 

20.0 

17.6 

30.0 

0.0 

10.0 

23.5 

20.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=17

小学生

n=10

フルタイムへの転換希望があり、

実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、

実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の

就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて

子育てや家事に専念したい

無回答

2.3 

16.6 

52.9 

17.2 

2.1 2.6 6.3 3.0 

18.2 

56.5 

15.4 
2.7 2.8 1.5 

0%

25%

50%

75%

100%

６時以前 ６時台 ７時台 ８時台 ９時台 10時以後 無回答

就学前児童

n=4,352

小学生

n=2,104

○父親の出勤時間は就学前児童・小学生ともに「７時台」（52.9％・56.5％）、また、

帰宅時間は就学前児童・小学生ともに「18～19時台」（44.9％・45.2％）の割合が

最も高くなっています。 

○父親のパート・アルバイト等からフルタイムへの転換希望は以下のとおりです。 

問11(2)-2[問7(2)-1] 父親の出勤時間 

 

 

 

 

 

 

問11(2)-2[問7(2)-1] 父親の帰宅時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

問12(2)[問8(2)] 父親のパート・アルバイト等からフルタイムへの転換希望 
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10.0 

28.6 

5.0 

0.0 

50.0 

35.7 

35.0 

35.7 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=20

小学生

n=14

子育てや家事などに

専念したい

（就労の予定はない）

１年より先、一番下の

子どもが□□歳に

なったころに就労したい

すぐにでも、もしくは

１年以内に就労したい

無回答

54.5 

40.0 

18.2 

20.0 

27.3 

40.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=11

小学生

n= 5

フルタイム パートタイム・

アルバイト等

無回答

0.0 0.0 

50.0 

0.0 

50.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

100.0 

0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

就学前児童

n=2

小学生

n=1

0.0 

50.0 50.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

100.0 

0.0 0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

４時間
未満

４～５
時間

６～７
時間

８～９
時間

10～11
時間

12時間
以上

無回答

就学前児童

n=2

小学生

n=1

○現在就労していない父親の今後の就労希望は以下のとおりです。 

問13(2)[問9(2)] 就労していない父親の就労希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問13(2)②[問9(2)④] 就労希望のある父親の希望就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 
 

問13(2)②[問9(2)④] 就労希望のある父親の希望就労時間（１日当たり） 

 

 

 

 

 

【父親の希望する就労形態】 
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利用して

いる

69.8%

利用して

いない

29.4%

無回答

0.8%

就学前児童

(H25)n=4,491

11.7 

3.2 

31.3 

54.1 

0.6 

0.1 

1.5 

0.9 

0.0 

0.3 

0.6 

0.1 

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所・保育園

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

就学前児童

(H30)n=3,608

利用して

いる

78.2%

利用して

いない

20.3%

無回答

1.5%

就学前児童

(H30)n=4,612

25.7 

5.8 

68.3 

3.0 

*** 

0.0 

1.4 

0.8 

0.0 

0.6 

0.9 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

その他認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

就学前児童

(H25)n=3,133

第４章 子育て支援サービスの現状と今後の利用希望 

１ 平日の定期的な教育・保育事業の現状と今後の利用希望 

（１）平日の定期的な教育・保育事業 

○定期的な教育・保育事業を「利用者している」方は78.2％となっています。前回調

査と比較すると、8.4
ポイ

ント高くなっています。 

○利用中の事業をみると、「認定こども園」は54.1％、「認可保育所・保育園」は31.3％、

「幼稚園」は11.7％の方が利用しています。前回調査と比較すると、「認可保育所・

保育園」（前回調査「認可保育所」）は37.0
ポイ

ント、「幼稚園」は14.0
ポイ

ント低くなり、いず

れも半減している一方、「認定こども園」は51.1
ポイ

ント高くなっています。 

問14 定期的な教育・保育事業の利用状況【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問14-1 定期的な教育・保育事業の利用状況【経年比較】 
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0.2 0.3 0.4 0.6 

90.2 

7.7 
0.0 0.5 0.1 0.1 0.4 0.4 

77.4 

10.0 

0.2 

11.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童
(利用日数)

n=3,608

就学前児童
(希望日数)

n=3,608

0.1 0.2 0.2 
0.8 7.9 9.9 

13.3 22.0 
20.7 17.2 

5.0 0.9 1.7 0.1 0.2 0.2 0.3 3.2 7.0 
12.7 

22.2 

18.8 15.3 5.9 2.4 
11.8 

0%

25%

50%

75%

100%

１

時

間

２

時

間

３

時

間

４

時

間

５

時

間

６

時

間

７

時

間

８

時

間

９

時

間

10

時

間

11

時

間

12

時

間

以

上

無

回

答

就学前児童
(利用時間)

n=3,608

就学前児童
(希望時間)

n=3,608

○定期的な教育・保育事業の利用日数と希望日数をみると、利用では「５日」（90.2%）、

「６日」（7.7%）の順となり、希望も同様に「５日」（77.4%）、「６日」（10.0%）

の順となっています。 

○利用時間と希望時間についてみると、利用・希望ともに「８時間」（22.0%・22.2%）

の割合が最も高くなっています。 

○利用時間と希望時間の差をみると、「５時間」では利用時間より希望時間の割合が

4.7
ポイ

ント低く、「11時間」「12時間以上」では利用時間より希望時間の割合が高い傾向

にあります。 

問14-2(1)(2) 定期的な教育・保育事業の利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問14-2(1)(2) 定期的な教育・保育事業の利用時間と希望時間（１日当たり） 
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0.0 

0.1 

14.1 

49.0 

33.9 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0.1 

0.0 

0.0 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=3,608

0.7 

0.1 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

0.1 

4.0 

7.8 

23.9 

26.8 

19.6 

3.9 

0.8 

0.1 

11.8 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=3,608

0.0 

0.2 

13.6 

45.9 

27.5 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0.1 

0.0 

0.1 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

11.8 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=3,608

1.1 

0.2 

0.1 

0.1 

0.0 

0.0 

0.1 

0.2 

0.2 

10.4 

8.5 

26.4 

28.1 

21.9 

1.3 

0.1 

0.0 

1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=3,608

○利用開始時間・希望開始時間ともに「７時台」～「９時台」が大半を占めています。 

○利用終了時間・希望終了時間ともに「16時台」～「18時台」で割合が高くなってい

ます。 

 問14-2(1) 利用開始時間 問14-2(2) 希望開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問14-2(1) 利用終了時間 問14-2(2) 希望終了時間 
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富山

市内

97.5%

市外

1.4%

無回答

1.2%

就学前児童

n=3,608

62.6 

79.6 

2.3 

0.8 

1.1 

0.3 

1.2 

1.1 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在就労している

子育てをしている方が

就労予定がある／求職中である

子育てをしている方が

家族・親族などを介護している

子育てをしている方が病気や障害がある

子育てをしている方が学生である

その他

無回答

就学前児童

n=3,608

○現在利用している教育・保育事業の実施場所は、「富山市内」が９割以上となってい

ます。 

問14-3 教育・保育事業の実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）定期的な教育・保育事業の利用理由と未利用の理由 

○平日に教育・保育事業を利用している理由は、「子育てをしている方が現在就労して

いる」（79.6％）と回答した割合が最も高く、次いで「子どもの教育や発達のため」

（62.6％）となっています。 

問14-4 平日に教育・保育事業を利用している理由 
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48.2 

8.6 

0.0 

10.0 

5.4 

0.4 

1.3 

51.4 

11.7 

1.9 

0% 25% 50% 75% 100%

利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、保育・教育の事業に

空きがない

利用したいが、経済的な理由で

利用できない

利用したいが、延長・夜間等の

時間帯の条件が合わない

利用したいが、質や場所など、

納得できる教育・保育の事業がない

子どもがまだ小さいため（□□歳くらい

になったら利用しようと考えている）

その他

無回答

就学前児童

n=937

０歳

0.0%

１歳

26.1%

２歳

13.7%

３歳

54.1%

４歳

5.0%

５歳以上

0.4%

無回答

0.6%

就学前児童

n=482

○利用していない理由は、「子どもがまだ小さいため（□□歳くらいになったら利用し

ようと考えている）」（51.4％）、「利用する必要がない」（48.2％）の割合が高くな

っています。 

○「子どもがまだ小さいため（□□歳くらいになったら利用しようと考えている）」と

回答した方が、教育・保育事業の利用を希望する子供の年齢は、「３歳」（54.1％）

の割合が最も高く、次いで「１歳」（26.1％）、「２歳」（13.7％）となっています。 

 問14-5 教育・保育事業を利用していない理由 

 問14-5.8 利用を希望する子どもの年齢 
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はい

（幼稚園等

を強く希望

する）

49.6%

いいえ

（幼稚園等

を強く希望

しない）

46.2%

無回答

4.2%

就学前児童

n=805

富山市内

95.6%

市外

1.0%

無回答

3.4%

就学前児童

n=4,612

24.8 

14.1 

42.3 

59.9 

4.2 

1.4 

5.0 

1.0 

1.0 

5.6 

1.1 

3.4 

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所・保育園

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

就学前児童

n=4,612

○希望する事業をみると、「認定こども園」は59.9％、「認可保育所・保育園」は42.3％、

「幼稚園」は24.8％で高い割合となっています。 

○教育・保育事業を利用したい場所は、「富山市内」が９割以上となっています。 

○「幼稚園」または「幼稚園の預かり保育」を希望し、かつ、それ以外の事業も希望し

た方のうち、特に幼稚園の利用を強く希望している方は49.6％となっています。 

問15 平日に希望する定期的な教育・保育事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問15-1 教育・保育事業を利用したい場所 問15-2 幼稚園の利用希望（強く希望）の有無 
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0.1

0.1

14.5

46.3

29.8

5.6

0.1

0.1

0.6

0.1

0.1

0.1

0.0

0.0

0.1

0.0

0.2

2.2

0.1 

0.1 

18.0 

49.9 

25.7 

3.5 

0.1 

0.2 

0.3 

0.2 

0.1 

0.0 

0.0 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

(H25)n=1,609

就学前児童

(H30)n=1,679

62.5

61.4 

9.7

9.5 

26.1

26.9 

1.6

2.1 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(H25)n=4,491

就学前児童

(H30)n=4,612

利用する

必要はない

ほぼ毎週

利用したい

月に１～２回は

利用したい

無回答

1.4

0.2

0.1

0.0

0.1

0.0

0.1

5.5

3.3

4.1

8.5

17.8

28.9

23.6

3.3

0.4

0.4

2.2

0.5 

0.2 

0.1 

0.0 

0.0 

0.1 

0.2 

3.8 

2.6 

3.1 

7.9 

18.5 

28.2 

29.1 

3.2 

0.4 

0.1 

2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

(H25)n=1,609

就学前児童

(H30)n=1,679

２ 休日の定期的な教育・保育事業の利用希望 

（１）土曜日と日曜・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望 

○土曜日の教育・保育事業の利用希望をみると、「月に１～２回は利用したい」が26.9％、

「ほぼ毎週利用したい」が9.5％となっています。前回調査と大差はありません。 

○土曜日の利用希望者は、事業の開始時間は「８時台」（49.9％）、終了時間は「17時

台」「18時台」（あわせて57.3％）が高くなっています。 

問20(1) 土曜日の利用希望【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 問20(1) 希望開始時間 問20(1) 希望終了時間 
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82.4 

1.2 

13.7 2.6 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=4,612

利用する

必要はない

ほぼ毎週

利用したい

月に１～２回は

利用したい

無回答

0.3 

0.0 

18.9 

46.6 

26.9 

4.9 

0.1 

0.3 

0.4 

0.4 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=689

0.4 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0.6 

3.5 

0.7 

1.5 

6.1 

15.4 

30.2 

33.5 

5.4 

0.9 

0.3 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=689

○日曜・祝日の教育・保育事業の利用希望をみると、「利用する必要はない」が８割以

上を占めるものの、「月に１～２回は利用したい」を１割強の方で希望しています。

また、「ほぼ毎週利用したい」と定期的な利用を希望している方は1.2％に留まってい

ます。 

○日曜・祝日の利用希望者は、事業の開始時間を７割以上が「８時台」～「９時台」、

終了時間は６割以上が「17時台」～「18時台」を希望しています。 

問20(2) 日曜・祝日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 問20(2) 希望開始時間 問20(2) 希望終了時間 
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76.3 

32.4 

2.3 

26.9 

7.9 

1.1 

0% 25% 50% 75% 100%

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答

就学前児童

n=1,445

○土曜日・日曜・祝日において「月に１～２回は利用したい」理由をみると、｢月に数

回仕事が入るため｣が76.3%と最も高く、次いで｢平日に済ませられない用事をまと

めて済ませるため｣が32.4%となっています。 

問20-1 毎週ではなく「月に１～２回は利用したい」理由 
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28.7 25.4 42.7 3.3 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=422

利用する必要はない 休みの期間中、

ほぼ毎日利用したい

休みの期間中、

週に数日利用したい

無回答

0.0 

0.0 

1.0 

28.2 

65.9 

3.5 

0.3 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=287

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

5.9 

1.0 

20.2 

34.8 

20.9 

12.2 

2.4 

1.0 

0.0 

0.0 

0.7 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=287

（２）長期休暇中の教育・保育事業の利用希望 

○幼稚園利用者の長期休暇中の教育・保育事業の利用希望をみると、「休みの期間中、

週に数日利用したい」が42.7％、「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」が25.4％

となっています。 

○長期休暇中の利用希望者は、事業の開始時間を６割以上が「９時台」、終了時間は７

割強が「14時台」～「16時台」を希望しています。 

問21 長期休暇中の利用希望（幼稚園利用者） 

 

 

 

 

 

 

 問21 希望開始時間 問21 希望終了時間 
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33.3 

51.1 

3.3 

45.0 

21.1 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

月に数回仕事が入るため

買い物等の用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答

就学前児童

n=180

○長期休暇中において「休みの期間中、週に数日利用したい」理由をみると、｢買い物

等の用事をまとめて済ませるため｣が51.1%と最も高く、次いで｢息抜きのため｣が

45.0%となっています。 

問21-1 「休みの期間中、週に数日利用したい」理由（幼稚園利用者） 
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22.4 

8.1 

77.4 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

地域子育て支援拠点事業

その他富山市で実施している類似の事業

利用していない

無回答

就学前児童

n=4,612

29.7 

13.6 
8.7 11.9 9.9 

4.2 1.4 0.9 

19.9 

0%

25%

50%

75%

100%

１回 ２回 ３回 ４回 ５～８回 ９～12回 13～16回 17回以上 無回答

就学前児童
n=1,032

24.5 

10.1 
4.5 6.4 2.4 0.8 0.0 0.0 

51.2 

0%

25%

50%

75%

100%

１回 ２回 ３回 ４回 ５～８回 ９～12回 13～16回 17回以上 無回答

就学前児童
n=375

３ 子育て支援事業の現状と今後の利用希望 

（１）地域子育て支援拠点事業の利用状況 

○地域子育て支援拠点事業を利用している方は22.4％となり、「その他富山市で実施し

ている類似の事業」を利用している方は8.1％となっています。 

○地域子育て支援拠点事業利用者の１ヶ月当たりの利用回数は、｢１回｣が29.7%、「２

回」が13.6％となっています。 

○「その他富山市で実施している類似の事業」利用者も同様に、｢１回｣が24.5%、「２

回」が10.1％となっています。 

※地域子育て支援拠点事業＝子育て支援センターにおける各種事業 

問16 地域子育て支援拠点事業の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

問16.1 地域子育て支援拠点事業の利用回数（１ヶ月当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問16.2 その他富山市で実施している類似の事業の利用回数（１ヶ月当たり） 
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17.8 

8.6 

69.8 

3.8 

0% 25% 50% 75% 100%

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、

今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を

増やしたりしたいとは思わない

無回答

就学前児童

n=4,612

31.8 

16.7 

4.0 
13.5 

3.4 0.9 0.6 0.1 

28.9 

0%

25%

50%

75%

100%

１回 ２回 ３回 ４回 ５～８回 ９～12回 13～16回 17回以上 無回答

就学前児童
n=820

17.6 
24.9 

10.8 
20.4 

13.1 
3.8 1.5 0.8 

7.1 

0%

25%

50%

75%

100%

１回 ２回 ３回 ４回 ５～８回 ９～12回 13～16回 17回以上 無回答

就学前児童
n=397

（２）今後の利用希望 

○地域子育て支援拠点事業の今後の利用希望をみると、「利用していないが、今後利用

したい」は17.8％、「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」は8.6％

となっています。 

○未利用者の今後の利用希望回数は、｢１回｣が31.8%、「２回」が16.7％となっていま

す。また、既利用者が今後増やしたい１ヶ月当たりの利用回数は、「２回」が24.9％

と最も高くなっています。 

問17 地域子育て支援拠点事業の今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

問17.1 未利用者の今後の利用希望回数（１ヶ月当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問17.2 既利用者の今後増やしたい利用回数（１ヶ月当たり） 
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26.7 

60.4 

10.1 

10.1 

10.0 

4.5 

11.3 

18.6 

11.1 

12.7 

19.6 

4.2 

12.0 

9.6 

3.7 

0% 25% 50% 75% 100%

自宅から近いから

子どもの好きなおもちゃや遊び道具があるから

施設が新しいから

子どもの友達が遊びに来ているから

親しい保護者（ママ友・サークル仲間等）が来ているから

交通の便が良いから

車を駐車しやすいから

施設の職員の感じが良いから

施設の機能（授乳室やおむつ交換台）が充実しているから

相談体制が充実しているから

子育て情報を得られる講座、セミナーなどが

充実しているから

他のセンターと比べて混雑していないから

その他

特に理由はない

無回答

就学前児童

n=1,217

○地域子育て支援拠点事業を利用したい理由は、「子どもの好きなおもちゃや遊び道具

があるから」（60.4％）が最も高く、次いで「自宅から近いから」（26.7％）となっ

ています。 

問18 地域子育て支援拠点事業を利用したい理由 
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59.2 

3.9 

11.4 

5.3 

4.4 

4.5 

2.5 

2.1 

5.5 

6.7 

2.9 

7.1 

13.6 

5.5 

6.7 

8.1 

0% 25% 50% 75% 100%

富山市子育て支援センター

桜谷子育て支援センター

常盤台子育て支援センター

わかば子育て支援センター

いちい子育て支援センター

萩浦子育て支援センター

東山子育て支援センター

まつわか子育て支援センター

光陽もなみ子育て支援センター

大久保子育て支援センター

上滝子育て支援センター

八尾子育て支援センター

婦中中央子育て支援センター

じんぼ子育て支援センター

その他

無回答

就学前児童

n=1,217

○地域子育て支援拠点事業で主に利用したい施設をみると、「富山市子育て支援センタ

ー」（59.2％）が最も高くなっています。 

問18-1 地域子育て支援拠点事業で主に利用したい施設 
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82.5 

84.5 

24.2 

23.6 

86.4 

66.5 

73.9 

66.4

14.1

61.5

0% 25% 50% 75% 100%

保健福祉センターの

乳幼児相談・各種教室

保育所や幼稚園での子育て

相談や親子サークルの活動

家庭教育に関する学級・講座

教育センターでの教育相談

児童館

24時間子育て電話相談

（子育てホットステーション）

子育て支援センターでの

各種相談

子育て支援センターでの

各種講座

少年指導センターでの少年相談

ファミリー・サポート・

センター事業

就学前児童

n=4,612

40.1 

39.9 

29.4 

25.7 

70.0 

34.0 

39.4 

38.2 

17.9 

28.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=4,612

50.9 

51.9 

5.1 

2.3 

59.9 

6.5 

22.9 

24.4

0.3

5.7

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=4,612

（３）地域の子育て支援事業の周知度・利用状況と今後の利用希望 

○地域の子育て支援事業の周知度をみると、「児童館」（86.4％）、「保育所や幼稚園で

の子育て相談や親子サークルの活動」（84.5％）、「保健福祉センターの乳幼児相談・

各種教室」（82.5％）が上位を占めているものの、「少年指導センターでの少年相談」

（14.1％）、「教育センターでの教育相談」（23.6％）の周知度は低くなっています。 

○周知度が高くて利用が少ない事業は、「24時間子育て電話相談（子育てホットステー

ション）」（6.5％）、「ファミリー・サポート・センター事業」（5.7％）があげられま

す。 

○今後の利用希望をみると、「児童館」が70.0％で最も高く、「少年指導センターでの

少年相談」が17.9％で最も低くなっています。それ以外の事業は２～４割台となっ

ています。 

 問19 Ａ.事業を知っている Ｂ.これまでに利用した Ｃ.今後利用したい 
  ことがある 
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あった

74.6%

なかった

19.1%

無回答

6.3%

就学前児童

n=3,608

39.0 

79.5 

49.0 

18.4 

13.0 

6.0 

6.1 

6.2 

6.3 

3.5 

0% 25% 50% 75% 100%

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

就学前児童

n=2,692

４ 病児・病後児保育事業の潜在ニーズ 

（１）病気やケガで保育所や幼稚園が利用できない時の対処 

○病気やケガで保育所や幼稚園が利用できなかったことが、「あった」方は74.6％とな

っています。 

○その際の対処方法をみると、「母親が休んだ」が79.5％と最も高く、次いで「（同居

者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」（49.0％）、「父親が休んだ」（39.0％）

となっています。 

問22 病気やケガで保育所や幼稚園が利用できなかったことの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問22-1 この１年間の対処方法 
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19.4 
18.9 

11.5 
2.3 

11.3 

1.0 
1.4 

0.5 0.2 
4.5 0.7 0.4 0.2 

27.7 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=1,049

10.8 16.2 
16.4 

3.7 

16.8 

1.0 4.1 0.9 0.2 

15.3 

2.8 2.9 1.9 
7.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=1,318

7.7 10.6 

13.0 

4.5 

16.6 

2.4 4.7 1.6 0.2 

18.2 

5.7 5.6 5.0 4.1 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=2,140

5.2 6.7 
8.3 

3.0 
10.9 

2.0 5.6 1.2 0.0 

15.3 

5.2 4.2 2.2 

30.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=496

○この１年間の対処方法別の日数をみると、『父親が休んだ日数』は「１日」（19.4%）、

「２日」（18.9%）、『母親が休んだ日数』は「10日」（18.2％）、「５日」（16.6%）、

「３日」（13.0%）の順となっています。 

○『（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった日数』は「５日」（16.8%）、

「３日」（16.4%）、『父親・母親のうち就労していない方が子どもをみた日数』は「10

日」（15.3%）、「５日」（10.9%）の順となっています。 

○『病児・病後児の保育を利用した日数』は「２日」（12.9%）、「１日」（11.5%）、『ベ

ビーシッターを利用した日数』と『ファミリー・サポート・センターを利用した日数』

はほとんど利用者がいませんでした。また、『仕方なく子どもだけで留守番をさせた』

という回答もありました。 

 問22-1.1 父親が休んだ日数 問22-1.2 母親が休んだ日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問22-1.3 （同居者を含む）親族・知人に 問22-1.4 父親又は母親のうち就労していない 
 子どもをみてもらった日数 方が子どもをみた日数 
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11.5 
12.9 

9.2 4.3 7.2 

0.0 

5.4 

0.9 0.0 

7.4 
1.1 1.1 0.9 

38.1 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=349

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.0 0.0 

99.4 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=162

1.2 0.6 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

97.6 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=165

1.2 1.2 0.6 0.0 0.6 0.0 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

95.8 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=168

1.8 
4.1 4.1 

1.8 
5.9 

0.6 
1.2 

0.0 0.0 
1.8 1.2 

0.0 
2.4 

75.3 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=170

 問22-1.5 病児・病後児の保育を利用した日数 問22-1.6 ベビーシッターを利用した日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問22-1.7 ファミリー・サポート・センターを 問22-1.8 仕方なく子どもだけで 
 利用した日数 留守番をさせた日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問22-1.9 その他 
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29.9 67.7 2.3 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=2,179

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 無回答

8.7 
14.6 16.1 

3.5 

22.7 

0.8 3.1 1.2 0.2 

15.5 
4.6 2.1 0.6 

6.3 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=652

62.4 

75.6 

9.2 

3.1 

5.2 

0% 25% 50% 75% 100%

他の施設（例：幼稚園・保育所等）に併設した施設で

子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業

（例：ファミリー・サポート・センター等）

その他

無回答

就学前児童

n=652

○父親・母親が休んで対処した方の病児・病後児保育施設の利用希望をみると、「でき

れば病児・病後児保育施設等を利用したい」が29.9％となっています。 

○その際の年間利用希望日数は、「５日」（22.7％）、「３日」（16.1％）の順となって

います。 

○病児・病後児保育施設に子どもを預ける場合の利用したい事業形態は、「小児科に併

設した施設で子どもを保有する事業」が75.6%と最も高くなっています。 

問22-2 父親・母親が休んで対処した方の病児・病後児保育施設の利用希望 

 

 

 

 

 

 

問22-2.1 病児・病後児保育施設の利用希望日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

問22-3 病児・病後児保育施設で利用したい事業形態 
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44.3 

3.8 

19.6 

37.3 

9.5 

60.4 

21.6 

3.0 

0% 25% 50% 75% 100%

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・

日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答

就学前児童

n=1,476

○父親・母親が休んで対処した方について、病児・病後児保育施設等の利用を希望しな

い理由として、「親が仕事を休んで対応する」（60.4％）、「病児・病後児を他人に看

てもらうのは不安」（44.3％）をあげた割合が高くなっています。 

問22-4 病児・病後児保育施設を利用したいと思わない理由 
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54.9 28.7 16.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=1,731

できれば仕事を休んで看たい 休んで看ることは非常に難しい 無回答

12.2 15.1 16.2 

2.8 

18.8 

1.8 4.8 1.4 0.3 

12.6 
2.8 3.5 1.4 

6.2 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=951

37.7 

8.5 

22.2 

42.7 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの看護を理由に休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

無回答

就学前児童

n=496

○父母が休む以外の対処方法を選んだ方のうち、「できれば仕事を休んで看たい」は

54.9％となっています。 

○「できれば仕事を休んで看たい」と回答した方の年間希望日数は、「５日」が18.8％

と最も高くなっています。 

○「休んで看ることは非常に難しい」理由としては、｢子どもの看護を理由に休みが取

れない｣（37.7%）、「休暇日数が足りないので休めない」（22.2％）をあげた割合が

高く、また、「その他」も42.7％と高いことから、複数の理由により休めない状況に

あることがうかがえます。 

問22-5 父母が休む以外の対処方法を選んだ方の「父母が仕事を休んで看たい」意向 

 

 

 

 

 

 

問22-5.1 「父母が仕事を休んで看たい」希望日数 

 

 

 

 

 

 

 

問22-6 父母が休む以外の対処方法を選んだ方の「休んで看ることは非常に難しい」理由 
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4.8 

6.5 

1.9 

1.5 

1.6 

1.5 

86.0 

4.5 

0% 25% 50% 75% 100%

一時保育※1

幼稚園の預かり保育※2

ファミリー・サポート・センター※3

夜間養護等事業：

トワイライトステイ※4

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

就学前児童

n=4,612

82.6 

2.6 

3.4 

4.5 

17.4 

7.1 

6.9 

12.6 

5.7 

0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・

日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

事業の利用方法（手続き等）がわからない

その他

無回答

就学前児童

n=3,966

５ 不定期に利用している教育・保育事業や一時保育等について 

（１）不定期に利用している教育・保育事業や一時保育等の状況 

○不定期に利用している教育・保育事業の状況をみると、「幼稚園の預かり保育」（6.5％）、

「一時保育」（4.8％）をはじめ、あまり利用がない状況です。 

○「利用していない」理由としては、「特に利用する必要がない」が８割以上を占めて

います。また、それ以外の理由としては、「利用料がかかる・高い」（17.4％）、「事

業の利用方法（手続き等）がわからない」（12.6％）をあげています。 

問23 不定期に利用している教育・保育事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問23-1 現在利用していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 一時保育：私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを保育する事業 
※2 通常の就園時間を延長して預かる事業のうち、不定期に利用する場合のみ子どもを預かる事業 
※3 子育てのお手伝いができる方（協力会員）が、子育てを手伝ってほしい方（依頼会員）の子育てを

サポートする事業 
※4 児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業  
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1.8 
7.7 

11.7 
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日
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日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=222

4.3 3.0 5.6 3.3 
8.3 

0.7 1.7 0.3 0.0 

13.3 
7.0 

10.6 
19.6 

22.3 
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25%

50%
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１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=301

4.6 
1.1 

5.7 
1.1 2.3 2.3 0.0 0.0 0.0 

2.3 2.3 
0.0 

2.3 

75.9 
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日
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日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=87

0.0 0.0 
2.8 
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2.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
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88.9 
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４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=72

1.4 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 1.4 0.0 0.0 0.0 

94.2 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=69

4.3 2.9 5.8 
0.0 

1.4 1.4 1.4 
0.0 0.0 

2.9 2.9 4.3 
7.2 

65.2 
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１

日

２
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３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=69

○事業別の年間利用日数は、以下のとおりです。 

 問23.1 「一時保育」年間利用日数 問23.2 「幼稚園の預かり保育」年間利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問23.3 「ファミリー・サポート・センター」 問23.4 「夜間養護等事業」年間利用日数 
 年間利用日数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 問23.5 「ベビーシッター」年間利用日数 問23.6 「その他」年間利用日数 
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利用したい

31.5%
利用する

必要はない

59.9%

無回答

8.6%

就学前児童

n=4,612

73.8 

65.6 

33.8 

10.7 

3.0 

0% 25% 50% 75% 100%

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や

親の習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟

姉妹を含む）や親の通院等

不定期の就労

その他

無回答
就学前児童

n=1,452

1.1 2.8 2.7 2.4 6.1 2.2 1.6 1.4 0.6 

13.6 13.7 9.8 
19.8 22.2 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=1,452

○不定期に利用する事業の利用希望をみると、「利用する必要はない」が59.9％、「利

用したい」が31.5％となっています。「利用したい」と回答した方の目的は、「私用

（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ目的」（73.8％）、

「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等」（65.6％）、「不定

期の就労」（33.8％）の順となっています。 

○年間の利用希望日数の合計は、「21日以上」が19.8％と最も高くなっています。 

問24 不定期に利用する事業の利用希望とその目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問24.1 不定期に利用する事業の利用希望年間合計日数 
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９
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日

以

上

無

回

答
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0.6 0.0 
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８

日

９

日
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日
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｜
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以

上

無

回

答

就学前児童

n=491
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９
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｜
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無
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答

就学前児童

n=155

79.5 

40.6 

18.3 

2.4 

2.7 

0% 25% 50% 75% 100%

大規模施設で子どもを預かる事業

（例：幼稚園・保育所等）

小規模施設で子どもを預かる事業

（例：地域子育て支援拠点等）

地域住民等が子育て家庭等近くの場所で保育する事業

（例：ファミリー・サポート・センター等）

その他

無回答

就学前児童

n=1,452

○目的ごとの年間利用希望日数は、『私用、リフレッシュ目的』では「11～15日」

（20.5％）、『冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等』では「5日」（25.1％）、

『不定期の就労』では「10日」（16.9％）の割合が高くなっています。 

○一時保育として子どもを預ける場合の望ましい事業形態は、幼稚園・保育所等のよう

な「大規模施設で子どもを預かる事業」が79.5%と最も高くなっています。 

 問24.1① 私用、リフレッシュ目的 問24.1② 冠婚葬祭、学校行事、 
  子どもや親の通院等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問24.1③ 不定期の就労 問24.1④ その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問24-1 子どもを預ける場合の望ましい事業形態 
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あった

16.5%
なかった

79.9%

無回答

3.7%

就学前児童

n=4,612

非常に

困難

10.9%

どちらかと

いうと困難

32.5%

特に困難

ではない

54.9%

無回答

1.7%

就学前児童

n=699

92.1 

1.3 

1.4 

8.2 

1.2 

2.1 

0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

親族・知人にみてもらった

短期入所生活援助事業※1

（ショートステイ）を利用した

認可外保育施設、

ベビーシッター等を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで

留守番をさせた

その他

無回答

就学前児童

n=759

（２）宿泊を伴う保育の利用状況 

○この１年間に保護者の用事等で子どもを泊りがけで家族（同居）以外にみてもらった

ことが、「あった」方は16.5％となっています。そのうち９割以上の方は「親族・知

人にみてもらった」と回答していますが、「仕方なく子どもを同行させた」方も8.2％

となっています。 

○親族・知人にみてもらう場合、４割強の方（「非常に困難」＋「どちらかというと困

難」）が困難であると感じている状況です。 

 問25 この１年間に保護者の用事等で子どもを 問25.1 １年間の対処方法 
 泊りがけで家族以外に預けたことの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1 短期入所生活援助事業：児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業 

 

問25-1 親族・知人にみてもらう場合の困難度 
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９
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９
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上

無

回

答

就学前児童

n=16

○対処方法別の年間宿泊数は以下のとおりとなり、『親族・知人にみてもらった』では

「１泊」（29.0％）、「２泊」（18.7％）、「５泊」（12.0％）で割合が高くなっていま

す。 

 問25.1① 親族・知人にみてもらった 問25.1② 短期入所生活援助事業 
  （ショートステイ）を利用した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問25.1③ ②以外の保育事業（認可外保育施設、 問25.1④ 子どもを同行させた 
 ベビーシッター等）を利用した  

 

 

 

 

 

 

 

 

 問25.1⑤ 子どもだけで留守番をさせた 問25.1⑥ その他 
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47.6 

15.9 

33.0 

8.2 

11.5 

25.1 

21.9 

1.0 

1.4 

6.5 

14.3 

45.3 

16.6 

30.4 

9.0 

12.3 

32.4 

29.6 

1.2 

1.9 

6.5 

6.0 

0% 25% 50% 75% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカー

クラブ、学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

地域児童健全育成事業

（子ども会）

放課後児童健全育成事業

（放課後児童クラブ）

ファミリー・サポート・

センター

富山型デイサービス

その他（公民館、公園など）

無回答

就学前児童

<5歳以上>

(H25)n=736

就学前児童

<5歳以上>

(H30)n=737

59.9 

14.5 

43.2 

5.0 

8.4 

11.3 

10.7 

0.7 

1.1 

8.0 

18.9 

68.1 

20.4 

45.9 

7.9 

9.0 

10.6 

14.9 

0.8 

1.5 

7.7 

6.9 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

<5歳以上>

(H25)n=736

就学前児童

<5歳以上>

(H30)n=737

６ 放課後の過ごし方について 

（１）平日の放課後の過ごし方 

○就学前児童について放課後の過ごし方の希望をみると、低学年の時期は「自宅」

（45.3%）が最も高く、次いで「地域児童健全育成事業（子ども会）」（32.4%）、「習

い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」（30.4%）となっています。高

学年になった場合は、「地域児童健全育成事業（子ども会）」（10.6%）が21.8
ポイ

ント減少

した一方で、「自宅」（68.1%）が22.8
ポイ

ント、「習い事」（45.9%）が15.5
ポイ

ント増加して

います。 

○前回調査と比較すると、低学年時期は「自宅」が2.3
ポイ

ント、「習い事（ピアノ教室、サッ

カークラブ、学習塾など）」が2.6
ポイ

ント減少し、「放課後児童健全育成事業（放課後児童

クラブ）」が7.7
ポイ

ント、「地域児童健全育成事業（子ども会）」が7.3
ポイ

ント増加しています。

高学年時期では、「自宅」が8.2
ポイ

ント、「祖父母宅や友人・知人宅」が5.9
ポイ

ント、「放課後児

童健全育成事業（放課後児童クラブ）」が4.2
ポイ

ント増加しています。 

問26・問27 放課後の過ごし方の希望【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「小学校低学年」は１～３年生、「小学校高学年」は4～6年生です。 

  

小学校低学年になった場合の過ごし方 小学校高学年になった場合の過ごし方 
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61.9 

15.7 

42.0 

7.1 

6.4 

28.4 

17.7 

0.3 

0.7 

7.5 

3.4 

0% 25% 50% 75% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカー

クラブ、学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

地域児童健全育成事業

（子ども会）

放課後児童健全育成事業

（放課後児童クラブ）

ファミリー・サポート・

センター

富山型デイサービス

その他（公民館、公園など）

無回答

小学校低学年

n=1,144

70.0 

15.4 

43.3 

4.8 

4.6 

11.7 

6.9 

0.3 

0.7 

7.2 

12.4 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

n=2,434

○小学生の低学年時期は、「自宅」（61.9%）が最も高く、次いで「習い事（ピアノ教

室、サッカークラブ、学習塾など）」（42.0%）、「地域児童健全育成事業（子ども会）」

（28.4%）となっています。高学年になると、低学年時期より8.1
ポイ

ント上昇した「自宅」

（70.0%）が最も高く、次いで1.3
ポイ

ント上昇した「習い事（ピアノ教室、サッカークラ

ブ、学習塾など）」（43.3%）となっています。また、「地域児童健全育成事業（子ど

も会）」（11.7%）は16.7
ポイ

ント低下しています。 

 [問10]・[問11] 放課後の過ごし方の希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

  

小学校低学年の過ごし方 小学校高学年の過ごし方 
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5.7 

18.9 15.9 

11.1 

39.2 

0.6 
4.2 4.5 

6.1 11.0
13.7

4.7

33.2

1.0
2.3

28.1

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=334

小学校低学年

n=708

9.2
13.7 13.6

6.8

45.9

1.3 3.5 6.1

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校低学年

n=708

○就学前児童の保護者が放課後を過ごさせたい場所について週当たりの希望日数をみ

ると、『自宅』では「５日」（低学年時期39.2%・高学年時期46.8％）、『祖父母宅や

友人・知人宅』では、低学年時期が「５日」（32.8％）、高学年時期が「１日」（28.0％）、

『習い事』では、低学年時期が「１日」（42.9％）、高学年時期が「２日」（44.4％）

となっています。『児童館』では、「５日」（低学年時期34.8%・高学年時期36.2％）、

『放課後子ども教室』では、低学年時期が「５日」（36.3％）、高学年時期が「１日」

（28.8％）、『地域児童健全育成事業（子ども会）』では、「５日」（低学年時期59.8%・

高学年時期46.2％）となっています。『放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）』

では「５日」（低学年時期66.5%・高学年時期49.1％）、『富山型デイサービス』では、

低学年時期が「５日」（35.7％）、高学年時期が「５日」（36.4％）となっています。

また、『ファミリー・サポート・センター』の利用希望はほとんどありませんでした。 

○一方、小学生の保護者が放課後を過ごさせたい場所について週当たりの希望日数をみ

ると、全体的に無回答が多いものの、『自宅』では「５日」（低学年時期33.2%・高

学年時期35.5％）、『祖父母宅や友人・知人宅』では、「１日」（低学年時期25.6%・

高学年時期23.8％）、『習い事』では「２日」（低学年時期30.2%・高学年時期32.1％）

の割合が最も高くなっています。『児童館』では低学年時期が「５日」（23.5％）、高

学年時期が「１日」（28.4％）、『放課後子ども教室』では「２日」（低学年時期24.7%・

高学年時期31.5％）、『地域児童健全育成事業（子ども会）』では「５日」（低学年時

期33.5%・高学年時期41.1％）、『放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）』で

は、「５日」（低学年時期32.0%・高学年時期38.7％）となっています。また、『ファ

ミリー・サポート・センター』『富山型デイサービス』の利用希望はほとんどありま

せんでした。 

 

 

 《現 状》 《希望日数》 

問26.1[問10.1] 「自宅」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

  

小学校低学年（になった場合）の過ごし方 
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29.5 

17.2 12.3 

0.8 

32.8 

0.8 
0.0 

6.6 

25.6

13.3 11.1
1.1

17.2

0.6
0.6

30.6

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=122

小学校低学年

n=180

42.9 
33.9 

15.6 

3.1 1.3 0.0 
0.0 3.1 

14.4

30.2 19.2

5.8 2.5 0.2
0.0

27.7

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=224

小学校低学年

n=480

28.8 

10.6 9.1 
1.5 

34.8 

0.0 
1.5 

13.6 
21.0

19.8

6.2
6.2

23.5

2.5
1.2

19.8

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=66

小学校低学年

n=81

25.3 

15.4 
8.8 

3.3 

36.3 

2.2 0.0 8.8 

20.5 24.7
16.4

5.5
15.1

1.4 0.0

16.4

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=91

小学校低学年

n=73

30.0

13.9
7.2 6.1

27.8

1.7 0.6

12.8

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校低学年

n=180

19.8
30.6

23.5

10.4
5.4

0.6 0.4
9.2

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校低学年

n=480

16.0
9.9 7.4 9.9

25.9

0.0 0.0

30.9

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校低学年

n=81

4.1
9.6 11.0 9.6 12.3

0.0 0.0

53.4

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校低学年

n=73

 《現 状》 《希望日数》 

問26.2[問10.2] 「祖父母宅や友人・知人宅」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問26.3[問10.3] 「習い事」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

  

 

 

 

 

問26.4[問10.4] 「児童館」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問26.5[問10.5] 「放課後子ども教室」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 
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7.5 7.5 
11.3 

6.7 

59.8 

1.7 
0.0 5.4 

6.5

15.4

10.2 6.8

33.5

1.8

0.0

25.8

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=239

小学校低学年

n=325

2.8 5.0 

11.0 
5.5 

66.5 

4.1 
0.5 

4.6 4.4
6.9 9.9

7.4

32.0

3.0
0.0

36.5

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=218

小学校低学年

n=203

8.0 11.7 10.8 9.2

43.4

0.3 0.0

16.6

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校低学年

n=325

4.9 5.4 8.9 9.9

60.1

0.5 0.0
10.3

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校低学年

n=203

11.1 

0.0 

11.1 11.1 
0.0 0.0 0.0 

66.7 

50.0

0.0
0.0 0.0

25.0

0.0 0.0

25.0

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=9

小学校低学年

n=4

0.0 0.0 0.0

25.0 25.0

0.0 0.0

50.0

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校低学年

n=4

0.0 

21.4 14.3 

0.0 

35.7 

0.0 0.0 

28.6 
25.0

12.5

0.0 0.0

50.0

0.0 0.0
12.5

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=14

小学校低学年

n=8

0.0 0.0

12.5

0.0

25.0

0.0 0.0

62.5

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校低学年

n=8

 《現 状》 《希望日数》 

問26.6[問10.6] 「地域児童健全育成事業」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問26.7[問10.7] 「放課後児童健全育成事業」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問26.8[問10.8] 「ファミリー・サポート・センター」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問26.9[問10.9] 「富山型デイサービス」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 
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37.5 
25.0 

14.6 

0.0 

10.4 
0.0 0.0 

12.5 

23.3

30.2

18.6

0.0 2.3
0.0 0.0

25.6

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=48

小学校低学年

n=86

29.1

14.0 17.4

4.7 3.5 0.0 0.0

31.4

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校低学年

n=86

5.8 
17.3 14.9 

7.2 

46.8 

1.0 2.2 4.8 5.8 
12.1 15.0 

5.2 

35.5 

0.6 

2.3 

23.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=502

小学生

n=1,703

28.0 

15.3 
18.7 

4.7 

26.0 

0.7 
0.0 

6.7 

23.8 22.5 

10.4 

2.1 

19.3 

0.3 
1.1 

20.6 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=150

小学生

n=374

6.3 
11.6 15.2 

6.4 

51.9 

0.7 
5.2 2.8 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校高学年

n=1,021

25.2 
20.1 

11.2 
5.6 

24.3 

0.9 1.9 
10.7 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校高学年

n=214

22.8 

44.4 

22.5 

3.6 
3.8 

0.0 0.0 
3.0 

14.3 

32.1 23.4 

6.7 
3.6 

0.5 0.0 

19.4 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=338

小学生

n=1,053

15.1 

33.1 
22.3 

12.5 
7.0 

2.0 0.3 
7.7 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校高学年

n=601

 《現 状》 《希望日数》 

問26.10[問10.10] 「その他」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《現 状》 《希望日数》 

問27.1[問11.1] 「自宅」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問27.2[問11.2] 「祖父母宅や友人・知人宅」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

問27.3[問11.3] 「習い事」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

  

小学校高学年（になった場合）の過ごし方 
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28.8 

18.2 
13.6 

0.0 

25.8 

6.1 0.0 
7.6 

27.0 
31.5 

17.1 

1.8 

18.0 

1.8 0.0 
2.7 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=66

小学生

n=111

12.8 15.4 

7.7 5.1 

46.2 

3.8 
0.0 

9.0 8.8 

19.3 
16.8 

6.7 

41.1 

1.1 
0.0 6.3 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=78

小学生

n=285

4.5 

11.8 
18.2 

3.6 

49.1 

6.4 

0.0 

6.4 6.0 10.7 
17.3 

7.7 

38.7 

3.0 0.6 

16.1 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=110

小学生

n=168

6.0 
0.0 2.0 0.0 

6.0 
0.0 0.0 

86.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校高学年

n=50

3.2 6.3 5.3 2.1 
11.6 

0.0 0.0 

71.6 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校高学年

n=95

5.6 7.0 
14.1 

1.4 

38.0 

0.0 0.0 

33.8 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校高学年

n=71

24.1 
19.0 

5.2 1.7 

36.2 

0.0 0.0 

13.8 

28.4 
22.4 

12.1 9.5 
15.5 

1.7 0.9 9.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=58

小学生

n=116

10.4 6.3 4.2 
12.5 14.6 

0.0 0.0 

52.1 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校高学年

n=48

 《現 状》 《希望日数》 

問27.4[問11.4] 「児童館」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問27.5[問11.5] 「放課後子ども教室」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

  

 

 

 

 

 

問27.6[問11.6] 「地域児童健全育成事業」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問27.7[問11.7] 「放課後児童健全育成事業」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 
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16.7 

0.0 0.0 0.0 

16.7 

0.0 0.0 

66.7 
57.1 

14.3 

28.6 

0.0 0.0 
0.0 0.0 0.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=6

小学生

n=7

0.0 0.0 0.0 0.0 

16.7 

0.0 0.0 

83.3 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校高学年

n=6

31.6 
29.8 

15.8 

0.0 

15.8 
1.8 0.0 5.3 

33.5 
32.4 

17.6 

0.6 4.0 
0.0 0.0 

11.9 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=57

小学生

n=176

31.8 

17.0 
8.0 

3.4 5.7 
0.0 0.0 

34.1 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校高学年

n=88

0.0 

18.2 18.2 

0.0 

36.4 

0.0 
0.0 

27.3 

50.0 

12.5 12.5 

0.0 

18.8 
6.3 

0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=11

小学生

n=16

 《現 状》 《希望日数》 

問27.8[問11.8] 「ファミリー・サポート・センター」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問27.9[問11.9] 「富山型デイサービス」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問27.10[問11.10] 「その他」現状利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

100.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

小学校高学年

n=3
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0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

21.3 

28.5 

33.5 

5.0 

0.0 

0.4 

10.0 

0.9 

0.0 

0.0 

0.6 

15.7 

23.1 

24.9 

5.8 

0.0 

0.3 

28.6 

0% 25% 50% 75% 100%

12時台以前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=239

小学校低学年

n=325

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

15.4 

29.5 

28.2 

11.5 

0.0 

0.0 

14.1 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

10.9 

26.7 

38.6 

8.4 

0.4 

0.0 

14.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

〈5歳以上〉

n=78

小学生

n=285

○地域児童健全育成事業（子ども会）の下校時から何時まで利用したいかをみると、就

学前児童は低学年時期が「18時台」（33.5％）、高学年時期が「17時台」29.5％、

小学生は低学年時期・高学年時期ともに「18時台」（順に24.9％・38.6％）で割合

が最も高くなっています。 

問26.6[問10.6]・問27.6[問11.6] 「地域児童健全育成事業」下校時からの利用希望終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学校低学年の時期 小学校高学年の時期 
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0.5 

0.0 

0.0 

0.5 

8.3 

20.2 

52.8 

11.9 

0.9 

0.0 

5.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

4.9 

18.2 

29.6 

7.4 

1.0 

0.0 

38.4 

0% 25% 50% 75% 100%

12時台以前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=218

小学校低学年

n=203

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

6.4 

11.8 

54.5 

14.5 

1.8 

0.0 

10.9 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

3.0 

19.0 

38.7 

14.3 

2.4 

0.0 

21.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

〈5歳以上〉

n=110

小学生

n=168

○放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の下校時から何時まで利用したいかを

みると、「18時台」が就学前児童（低学年時期52.8%・高学年時期54.5％）、小学生

（低学年時期29.6%・高学年時期38.7％）で、ともに割合が最も高くなっています。 

問26.7[問10.7]・問27.7[問11.7] 「放課後児童健全育成事業」下校時からの利用希望終了時
間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学校低学年の時期 小学校高学年の時期 
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0.0 

0.0 

20.9 

54.5 

20.1 

1.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.5 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

18.4 

56.6 

19.4 

1.5 

0.5 

0.0 

1.5 

0.0 

1.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=134

小学生

n=196

24.5 

10.9 

8.0 

17.9 

59.7 

61.9 

7.8 

9.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

〈5歳以上〉

n=412

小学生

n=682

低学年の間は（３年生まで）

利用したい

高学年まで（４～６年生まで）

利用したい

利用する

必要はない

無回答

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.2 

4.5 

5.2 

5.2 

8.2 

20.1 

46.3 

6.7 

0.7 

0.0 

0.7 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.1 

2.6 

1.5 

2.6 

11.2 

24.5 

43.4 

8.7 

1.5 

0.0 

0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=134

小学生

n=196

（２）土曜日、日曜・祝日、長期休暇期間中の地域児童健全育成事業・放課後

児童健全育成事業の利用希望 

○地域児童健全育成事業（子ども会）と放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）

の土曜日の利用希望をみると、「低学年の間は（３年生まで）利用したい」は就学前

児童で24.5％、小学生では10.9％となっています。また、「高学年まで（４～６年

生まで）利用したい」は就学前児童で8.0％、小学生では17.9％となっています。 

○就学前児童・小学生ともに、希望開始時間は「８時台」（54.5％・56.6％）、希望終

了時間は「18時台」（46.3％・43.4％）で最も高くなっています。 

問28(1)[問12(1)] 土曜日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

希望開始時間 希望終了時間 
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25.2 

24.5 

8.9 

8.0 

55.7 

59.7 

10.2 

7.8 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

〈5歳以上〉

(H25)n=314

就学前児童

〈5歳以上〉

(H30)n=412

低学年の間は

利用したい

高学年まで

利用したい

利用する

必要はない

無回答

15.0 

10.9 

17.2 

17.9 

50.7 

61.9 

17.2 

9.4 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

(H25)n=227

小学生

(H30)n=682

３年生まで

利用したい

４～６年生まで

利用したい

利用する

必要はない

無回答

○土曜日の利用希望を前回調査と比較すると、就学前児童では「低学年の間は利用した

い」で0.7
ポイ

ント低くなっています。小学生では「３年生まで利用したい」で4.1
ポイ

ント低く、

「４～６年生まで利用したい」で0.7
ポイ

ント高くなっています。 

問28(1) 土曜日の利用希望【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [問12(1)] 土曜日の利用希望【経年比較】 
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0.0 

0.0 

17.3 

59.6 

23.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

24.1 

58.2 

12.7 

1.3 

0.0 

0.0 

2.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=52

小学生

n=79

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.8 

0.0 

1.9 

9.6 

23.1 

53.8 

5.8 

1.9 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

2.5 

0.0 

2.5 

3.8 

27.8 

45.6 

12.7 

2.5 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=52

小学生

n=79

9.2 

3.1 

3.4 

8.5 

78.9 

77.0 

8.5 

11.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

〈5歳以上〉

n=412

小学生

n=682

低学年の間は（３年生まで）

利用したい

高学年まで（４～６年生まで）

利用したい

利用する

必要はない

無回答

○地域児童健全育成事業（子ども会）と放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）

の日曜・祝日の利用希望をみると、「低学年の間は（３年生まで）利用したい」は就

学前児童で9.2％、小学生では3.1％となっています。また、「高学年まで（４～６年

生まで）利用したい」は就学前児童で3.4％、小学生では8.5％となっています。 

○就学前児童・小学生ともに、希望開始時間は「８時台」（59.6％・58.2％）、希望終

了時間は「18時台」（53.8％・45.6％）で最も高くなっています。 

問28(2)[問12(2)] 日曜・祝日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

希望開始時間 希望終了時間 
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8.3 

9.2 

3.5 

3.4 

77.4 

78.9 

10.8 

8.5 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

〈5歳以上〉

(H25)n=314

就学前児童

〈5歳以上〉

(H30)n=412

低学年の間は

利用したい

高学年まで

利用したい

利用する

必要はない

無回答

5.7 

3.1 

6.2 

8.5 

68.3 

77.0 

19.8 

11.4 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

(H25)n=227

小学生

(H30)n=682

３年生まで

利用したい

４～６年生まで

利用したい

利用する

必要はない

無回答

○日曜・祝日の利用希望を前回調査と比較すると、就学前児童では「低学年の間は利用

したい」で0.9
ポイ

ント高くなっています。小学生では「３年生まで利用したい」で2.6
ポイ

ント低

く、「４～６年生まで利用したい」で2.3
ポイ

ント高くなっています。 

問28(2) 日曜・祝日の利用希望【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

[問12(2)] 日曜・祝日の利用希望【経年比較】 
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0.1 

0.0 

15.3 

58.0 

19.5 

1.4 

0.0 

0.1 

0.6 

1.0 

1.7 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

0.4 

0.3 

15.2 

59.6 

16.9 

2.2 

0.1 

0.1 

0.8 

0.1 

2.6 

0.9 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

6時以前

6時台

7時台

8時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=714

小学生

n=923

0.3 

0.1 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0.4 

0.6 

6.4 

14.3 

26.8 

41.0 

7.0 

0.6 

0.0 

1.4 

0.5 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

0.9 

1.8 

5.1 

13.3 

23.5 

42.0 

9.5 

1.0 

0.2 

0.7 

0% 25% 50% 75% 100%

6時以前

6時台

7時台

8時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

〈5歳以上〉

n=714

小学生

n=923

40.0 

14.0 

20.5 

23.9 

29.0 

50.9 

10.4 

11.1 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

〈5歳以上〉

n=737

小学生

n=2,434

低学年の間は（３年生まで）

利用したい

高学年まで（４～６年生まで）

利用したい

利用する

必要はない

無回答

○地域児童健全育成事業（子ども会）と放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）

の長期休暇期間中の利用希望をみると、「低学年の間は（３年生まで）利用したい」

は就学前児童で40.0％、小学生では14.0％となっています。また、「高学年まで（４

～６年生まで）利用したい」は就学前児童で20.5％、小学生では23.9％となってい

ます。 

○就学前児童・小学生ともに、希望開始時間は「８時台」（58.0％・59.6％）、希望終

了時間は「18時台」（41.0％・42.0％）で最も高くなっています。 

問29[問13] 長期休暇期間中の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

希望開始時間 希望終了時間 
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33.7 

40.0 

15.4 

20.5 

38.9 

29.0 

12.1 

10.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

〈5歳以上〉

(H25)n=736

就学前児童

〈5歳以上〉

(H30)n=737

低学年の間は

利用したい

高学年まで

利用したい

利用する

必要はない

無回答

11.4 

14.0 

16.2 

23.9 

57.4 

50.9 

15.0 

11.1 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

(H25)n=2,413

小学生

(H30)n=2,434

３年生まで

利用したい

４～６年生まで

利用したい

利用する

必要はない

無回答

○長期休暇期間中の利用希望を前回調査と比較すると、就学前児童では「低学年の間は

利用したい」で6.3
ポイ

ント、「高学年まで利用したい」で5.1
ポイ

ント高くなっています。小学生

では「３年生まで利用したい」で2.6
ポイ

ント、「４～６年まで利用したい」で7.7
ポイ

ント高くな

っています。 

問29 長期休暇期間中の利用希望【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [問13] 長期休暇期間中の利用希望【経年比較】 
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42.8 

34.9 

42.2 

53.7 

11.7 

9.5 

3.3 

1.9 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(H25)n=4,491

就学前児童

(H30)n=4,612

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答

0.8 

0.5 

1.5 

3.0 

77.9 

83.2 

19.8 

13.3 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(H25)n=4,491

就学前児童

(H30)n=4,612

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答

第５章 育児休業制度の利用状況等 

１ 育児と仕事の両立支援制度について 

（１）育児休業制度の利用状況 

○育児休業制度の利用状況をみると、「取得した（取得中である）」母親は53.7％です

が、父親は3.0％となっています。前回調査と比較すると、母親は11.5
ポイ

ント、父親は

1.5
ポイ

ント増加しています。 

問30 育児休業制度の利用状況【経年比較】 

《母 親》 

 

 

 

 

 

 

 

《父 親》 
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9.4 

7.8 

5.7 

8.4 

0.2 

4.6 

4.8 

0.9 

5.7 

32.6 

16.4 

11.2 

1.4 

2.5 

19.2 

15.3 

31.6 

34.8 

0.3 

3.4 

5.9 

26.4 

2.0 

36.3 

25.3 

0.2 

7.6 

0.3 

2.0 

0.0 

4.6 

12.2 

0% 25% 50% 75% 100%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇任などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の

取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を

取得できることを知らず、退職した

その他

無回答

就学前児童

(母親)n=  438

就学前児童

(父親)n=3,837

○育児休業を取得していない理由について、母親は「子育てや家事に専念するため退職

した」（32.6％）、「職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」

（16.4％）、「有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった」（11.2％）を

あげた割合が高くなっています。一方、父親は「配偶者が育児休業制度を利用した」

（36.3％）、「仕事が忙しかった」（34.8％）、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気

があった」（31.6％）など、母親の理由との違いが見られます。 

問30.3 育児休業を取得していない理由 
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81.3 

80.3 

10.7 

2.2 

5.6 

0.0 

2.5 

17.5 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=2,475

就学前児童

(父親)n=  137

育児休業取得後、

職場に復帰した

現在も育児休業中である 育児休業中に離職した 無回答

29.6 

7.3 

69.3 

86.4 

1.1 

6.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=2,011

就学前児童

(父親)n=  110

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった 無回答

31.6 23.0 

1.0 

20.3 24.1 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=4,612

育児休業給付、

保険料免除の

いずれも知っていた

育児休業給付のみ

知っていた

保険料免除のみ

知っていた

育児休業給付、

保険料免除の

いずれも知らなかった

無回答

（２）支援制度の認知状況 

○育児休業給付の支給と健康保険・厚生年金保険料免除の仕組みについて、認知状況を

みると、「育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた」は31.6％、一方「育児

休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった」は20.3％となっています。 

問30-1 育児休業給付の支給と健康保険・厚生年金保険料免除の仕組みについての認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

（３）育児休業取得後の職場復帰の状況 

○育児休業取得後の職場復帰の状況をみると、母親は「育児休業取得後、職場に復帰し

た」（81.3％）、「現在も育児休業中である」（10.7％）、「育児休業中に離職した」（5.6％）

の順となっています。父親も母親と同じ傾向ですが、「育児休業中に離職した」と回

答した方はいませんでした。 

○育児休業取得後に職場へ復帰した時期をみると、「年度初めの入所に合わせたタイミ

ングだった」と回答した母親は29.6％でした。 

問30-2 育児休業取得後の職場復帰の状況 

 

 

 

 

 

 

 

問30-3 育児休業取得後に職場へ復帰した時期 
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0.0 
1.5 5.2 6.9 

55.9 

15.6 

6.8 5.7 1.5 1.0 
0.0 0.1 

1.0 0.4 

25.5 

4.3 
15.3 12.0 8.1 

33.4 

0%

25%

50%

75%

100%

0ヶ月 1～

3ヶ月

4～

6ヶ月

7～

9ヶ月

10～

12ヶ月

13～

15ヶ月

16～

18ヶ月

19～

30ヶ月

31ヶ月

以上

無回答

実際の月齢

n=2,011

希望の月齢

n=2,011

0.0 

32.7 

6.4 

0.0 
4.5 3.6 0.9 

0.0 0.0 

51.8 

0.0 

14.5 
5.5 

0.0 

9.1 
0.9 2.7 1.8 1.8 

63.6 

0%

25%

50%

75%

100%

0ヶ月 1～

3ヶ月

4～

6ヶ月

7～

9ヶ月

10～

12ヶ月

13～

15ヶ月

16～

18ヶ月

19～

30ヶ月

31ヶ月

以上

無回答

実際の月齢

n=110

希望の月齢

n=110

0.0 0.0 0.1 0.1 
7.5 

1.1 
10.1 

17.3 
27.3 

36.5 

0.0 
4.5 

2.7 0.0 
6.4 

0.0 0.0 
3.6 8.2 

74.5 

0%

25%

50%

75%

100%

0ヶ月 1～

3ヶ月

4～

6ヶ月

7～

9ヶ月

10～

12ヶ月

13～

15ヶ月

16～

18ヶ月

19～

30ヶ月

31ヶ月

以上

無回答

就学前児童

(母親)n=2,011

就学前児童

(父親)n=110

○育児休業から職場に復帰したときの子どもの実際の月齢をみると、母親は「10～12

ヶ月」（55.9％）、父親は「１～３ヶ月」（32.7％）の割合が最も高くなっています。 

○希望する月齢では、母親は「10～12ヶ月」（25.5％）、父親は「１～３ヶ月」（14.5％）

の割合が最も高くなっています。 

○３歳までの育児休業制度があった場合に取得を希望する子どもの月齢をみると、母

親・父親ともに「31ヶ月以上」（27.3％・8.2％）の割合が最も高くなっています。 

問30-4 育児休業から職場に復帰したときの子どもの実際の月齢と希望する月齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30-5 ３歳までの育児休業があった場合の希望する子どもの月齢 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童（母親） 

就学前児童（父親） 
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27.4 

3.1 

27.3 

27.7 

28.5 

13.5 

5.6 

11.1 

44.4 

22.2 

22.2 

11.1 

0% 25% 50% 75% 100%

希望する保育所等に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く

復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の

時期に合わせるため

その他

無回答

就学前児童

(母親)n=956

就学前児童

(父親)n= 18

72.8 

2.5 

1.2 

1.2 

9.9 

9.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

希望する保育所等に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が

思わしくなかったため

配偶者や家族の希望があったため

職場の受け入れ態勢が

整っていなかったため

子どもをみてくれる人が

いなかったため

その他

就学前児童

(母親)n=81

就学前児童

(父親)n= 0

○希望より早く育児休業から職場復帰した理由をみると、母親は「人事異動や業務の節

目の時期に合わせるため」（27.7％）、父親は「経済的な理由で早く復帰する必要が

あった」（44.4％）が最も高くなっています。 

○一方、希望より遅く職場復帰した理由をみると、母親は「希望する保育所等に入れな

かったため」と回答した方が72.8％となっています。 

問30-6(1) 希望より早く育児休業から職場復帰した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30-6(2) 希望より遅く育児休業から職場復帰した理由 
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57.4

36.1

43.1

10.4

0.0

9.6

0.2

16.7

5.9

9.4

0.7

59.1 

63.6 

31.8 

0.0 

13.6 

22.7 

0.0 

4.5 

4.5 

9.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額される

短時間勤務にすると保育所の入所申請の

優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

子どもをみてくれる人がいた

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度が利用できることを知らなかった

その他

無回答

就学前児童

(母親)n=540

就学前児童

(父親)n= 22

59.1

3.6

20.0

17.3

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=110

23.8

45.8

26.9

3.6

0% 25% 50% 75% 100%

利用する必要がなかった

（フルタイムで働きたかった、

もともと短時間勤務だった）

利用した

利用したかったが、利用しなかった

（利用できなかった）

無回答
就学前児童

n=2,011

（４）短時間勤務制度の利用状況 

○育児休業からの職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況をみると、母親は「短

時間勤務制度を利用した」と回答した方は45.8%となっています。 

○職場復帰時に短時間勤務制度を利用しなかった理由をみると、母親は「職場に短時間

勤務制度を取りにくい雰囲気があった」（57.4%）、「短時間勤務にすると給与が減額

される」（43.1％）、「仕事が忙しかった」（36.1％）をあげた割合が高くなっていま

す。 

問30-7 職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30-8 職場復帰時に短時間勤務制度を利用しなかった理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童（母親） 就学前児童（父親） 
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88.7 

100.0 

1.1 

0.0 

10.2 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=265

就学前児童

(父親)n= 3

１歳になるまで育児休業を取得したい １歳になる前に復帰したい 無回答

（５）育児休業取得期間の希望 

○１歳になった時に必ず利用できる保育事業がある場合の育児休業取得の希望をみる

と、母親は「1歳になるまで育児休業を取得したい」と88.7％の方が回答しています。 

問30-9 １歳になったときに必ず利用できる保育事業がある場合の育児休業取得の希望 
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地域の子育て環境や市の施策について 
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94 

16.9

11.8

8.7

42.3

22.7

17.3

18.0

13.5

33.3

56.8

24.0

7.0

6.1

7.7

9.2

50.8

20.2

23.3

8.8

10.1 

11.4 

3.7 

14.9 

9.8 

20.6 

5.9 

10.8 

26.9 

49.5 

26.6 

12.0 

7.7 

11.5 

8.7 

40.6 

15.2 

27.7 

7.0 

0% 25% 50% 75% 100%

子育てに関する相談体制

教育に関する相談体制

男女共同参画に関する取組

保育所・保育園等の保育サービス

幼稚園等の幼児教育や学校教育

家庭や地域における子育て環境向上に関する取組

妊娠期や出産期の母子保健サービス

食育に関する取組

小児医療体制

遊び場や住環境整備の取組

安全でやさしいまちづくりに関する取組

青少年期の心と体の健康づくりに関する取組

要保護児童等の支援

ひとり親家庭等への支援

障害児施策

子育てに関する経済的支援

ワーク・ライフ・バランスの意識づくりに関する取組

雇用環境の整備

無回答

就学前児童

n=4,612

小学生

n=2,434

第６章 地域の子育て環境や市の施策について 

１ 子育てに関する施策の期待度 

○富山市の子育て施策で、今後さらに充実して欲しいと思う施策について、就学前児

童・小学生ともに「遊び場や住環境整備の取組」（56.8％・49.5％）が最も高く、

次いで「子育てに関する経済的支援」（50.8％・40.6％）となっています。 

問31[問14] 充実して欲しい市の子育て施策 
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4.9

5.1

12.4

15.8

32.0

46.1

13.6 

24.9 

2.9 

3.6 

34.3 

4.6 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(H25)n=4,491

就学前児童

(H30)n=4,612

低い やや低い ふつう やや高い 高い 無回答

8.2

5.8

20.8

16.9

44.4

48.9

18.5 

22.0 

5.1 

3.7 

2.9 

2.6 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

(H25)n=2,413

小学生

(H30)n=2,434

低い やや低い ふつう やや高い 高い 無回答

２ 地域の子育て環境や支援への満足度 

○地域の子育て環境や支援に対する満足度の状況をみると、就学前児童では「高い」と

「やや高い」の計が28.5％、「低い」と「やや低い」の計が20.9％で、満足度が高い

と考えている方が7.6
ポイ

ント上回っています。前回調査と比較すると、「高い」と「やや高

い」の計が12.0
ポイ

ント、「低い」と「やや低い」の計が3.6
ポイ

ント増加しています。 

○一方、小学生は「高い」と「やや高い」の計が25.7％、「低い」と「やや低い」の計

が22.7％で、満足度が高いと考えている方が3.0
ポイ

ント上回っています。前回調査と比較

すると、「高い」と「やや高い」の計が2.1
ポイ

ント上昇し、「低い」と「やや低い」の計が

6.3
ポイ

ント低下しています。 

問32[問15] 地域における子育て環境や支援への満足度【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


